
み
ん
な
、こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
♪

　
4月
9日（

水
）、町
内
の
小
学
校
と
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、小
学
校
に
は
5校
合
わ
せ

て
170名

、日
野
中
学
校
に
は
183名

が
入
学
し
ま
し
た
。

　
写
真
は
、桜
谷
小
学
校
の
1年
生
15名

と
先
生
方
で
す
。入
場
前
は
少
し
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、上
級
生
や
先
生
た
ち
の
歓
迎
の
拍
手
を
受
け
、笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
ん
な
で
使
お
う
 公
共
交
通

令
和
7
年
度
 一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

特
集

4
～
7

P
2
～
3

P

あ
な
た
と

ま
ち
をつ
な
ぐ

広
報
広
報
広
報
広
報

ひ
の
ひ
の
ひ
の
ひ
の
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国
ス
ポ

ま
で 150

日
障
ス
ポ

ま
で

2025年9
月28

日（
日
）～10

月8
日（
水
）

2025年10
月25

日（
土
）～10

月27
日（
月
）

177
日

（
５
月
1日
現
在
）

ど
こ
か
の
ペ
ー
ジ
に
私
た
ち
が
隠
れ
ち
ゃ
っ
た
！

探
し
て
み
て
ね
♪
答
え
は
28ペ

ー
ジ
！

※
連
載
記
事
「
国
ス
ポ
へ
行
こ
う
！
」
を
除
く

今
月
の
主
な
内
容

m
a
in
 to
p
ic
s

2025

月
号
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みんなで使おう
公共交通

近江鉄道バス日八線 日野町営バス ＡＩオンデマンド交通
「チョイソコひの」 日野町公共ライドシェア 民間タクシー

外観

特徴 日野町とＪＲ近江八幡
を結ぶ幹線路線バス

集落と駅やまちなかを
結ぶ支線路線バス

自宅近くの停留所と目
的地の停留所まで運行
す る 予 約 制 乗 合 送 迎
サービス

予約制乗合送迎サービ
ス「チョイソコひの」
の 車 両 と コ ー ル セ ン
ターを活用し、土日祝
日に運行（実証実験中）

個人の目的にあわせて
ドアツードアで利用可
能

車両 大型バス 小型バス・中型バス・
ワゴン車

普通乗用車（「チョイソ
コひの」専用車両）

普通乗用車（「チョイソ
コひの」専用車両） タクシー専用車

運行主体 近江鉄道㈱ 近江鉄道㈱
（一部近江タクシー㈱） 日野町 日野町

・近江タクシー㈱
・滋賀タクシー㈱
・滋賀第一交通㈱
・永源寺タクシー㈱

運行日 通年運行
平日・土曜日
（8/14〜16と12/31〜
1/3を除く）

平日（12/29〜1/3を除く）
8：00〜17：00

土日祝日
8：00〜17：00
※現在準備中
　（６月再開予定）

各会社にお問い合わせ
ください。

運賃
対キロ運賃制
小人（６歳以上

12歳未満）半額

対キロ運賃制
小人（６歳以上

12歳未満）半額

200円／人  町外400円／人
小学生、障がい者、
障がい者の介助者は半額

1, 000円／１予約
小学生、障がい者、
障がい者の介助者は半額

乗車距離や時間による

主な
運行区間

近江八幡駅から日野町
間を運行

桜川線（桜川駅・日野記念病院
と東西桜谷地区間を運行）
鎌掛線（日野駅と鎌掛地区間を
運行）平子西明寺線（日野記念
病院と西大路地区間を運行）

南比都佐地区、東西桜
谷地区、必佐地区・日
野地区の一部、全地区
公民館、町外の一部に
設置の停留所間を運行

南比都佐地区、東西桜谷
地区、必佐地区・日野地
区の一部、全地区公民館、
日野町内の観光地等に設
置の停留所間を運行

町内を出発もしくは
町外から到着する
移動に利用可能

利用方法 日八線のバス停で
お待ちください

日野町営バスの
バス停で
お待ちください

☎️050-2018-8539
またはインター ネット
で予約し、
停 留 所 で
お 待 ち く
ださい

☎️050-2018-8539
またはインターネット
で予約し、
停 留 所 で
お 待 ち く
ださい

時刻表・
パンフレットなど

日野町役場・日野駅観
光案内所等で配布

日野町役場・各地区公民館・バス
車内・日野駅観光案内所等で配布

日野町役場・各地区公
民館等で配布

日野町役場・各地区公
民館等で配布

時刻表等
二次元
コード

※近江鉄道バス日八線、日野町営バス、近江鉄道線日野駅、JR草津線の時刻表は交通環境政策課でもお渡ししています。

　町内では、身近な公共交通機関であるバスや鉄道、「チョイ
ソコひの」などが走っています。自家用車に比べて、「環境に
やさしい」「歩くことが増え、健康的」などのメリットがある
公共交通を利用してお出かけしてみませんか？
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近江鉄道
採用ページ

◆問い合わせ先　交通環境政策課　交通政策担当　☎ 0748-52-6523

日野町の公共交通の利用人数の推移日野町の公共交通の利用人数の推移
　各交通機関の利用者数はコロナ禍前の水準には戻っていません。公共交通を維持していくには皆さんの利用が
欠かせません。

65歳以上の方のお出かけに便利でお得な切符のご紹介
シルバーパス（近江鉄道線）
　近江鉄道線沿線市町に住民登録されている65歳以上（年度内に65歳になられる方を
含む）の方は会員登録で近江鉄道線全線を1乗車100円でご利用いただけます。
◆問い合わせ先　近江鉄道株式会社　☎ 0749-22-3303

小判手形（近江鉄道バス）
　「小判手形」を購入していただくと満65歳以上の方は、近江鉄道バス・湖国バス全線を１乗車100円
でご利用いただけます。（町営バスは対象外）
　１か月券  2,500円　 ／ ３か月券  5,900円　／　6か月券  10,600円　など
●例：近江鉄道バス日八線で大窪から近江八幡駅に１ヵ月３往復する場合。
　通　　常 … 670円×６回＝4,020円
　小判手形 … 2,500円+100円×６回＝3,100円
　通常より、920円お得になる計算です。（ご利用にはICOCA定期券が必要です）
◆問い合わせ先　近江鉄道株式会社　☎ 0749-22-3303　

日野駅にできた送迎用駐車場
をぜひ活用してください！
　町の玄関口である近江鉄道日野
駅の駐車場が少なく施設利用者に
とって利便性が悪く、また駅前や
周辺道路では朝夕の送迎により混
雑していました。そこで、駅利用
者の利便性の向上と混雑の緩和を
図るため、日野駅北側に新しく駐
車場を整備しました。
　なお、この駐車場は、駅への送
迎や駅施設利用者用ですので、長
時間駐車される場合は、従来の日
野町営駐車場（右図）をご利用く
ださい。

地域の人々の
移動を支える
日野町営バスの
運転手を募集中!
　日野町営バス運行の維持確保
には運転手が必要です。
大型二種免許養成制度あり
◆問い合わせ先
　近江鉄道株式会社
　☎0749-22-3368

近江鉄道
ホームページ

← 

至 

八
日
市
駅

至 

貴
生
川
駅 

→
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歳
入

自主財源
53億9,407万円
（50.6%）

義務的経費
55億6,738万円
（52.3%）

投資的経費
7億7,664万円
（7.3%）

一般行政経費
43億598万円
（40.4%）

人件費
27億917万円
（25.4%）

扶助費
20億9,609万円
（19.7%）

公債費
7億6,212万円
（7.2%）

普通建設事業費
7億7,664万円
（7.3%）

物件費
17億486万円
（16.0%）

維持補修費
6,098万円
（0.6%）

補助費等
17億9,599万円
（16.9%）

繰出金
5億8,954万円
（5.5%）

その他経費
1億5,461万円（1.5%）

依存財源
52億5,593万円
（49.4%）

町税
37億9,728万円
（35.7%）

繰入金
7億7,781万円
（7.3%）

繰越金
3億円
（2.8%）分担金および負担金

1億4,832万円
（1.4%）

その他
3億7,066万円
（3.4%）

地方交付税
17億9,000万円
（16.8%）

国庫支出金
13億8,269万円
（13.0%）

県支出金
10億7,132万円
（10.1%）

地方債
2億2,660万円
（2.1%） 県税交付金

6億7,700万円
（6.4%）

その他
1億832万円（1.0%）

自主財源
53億9,407万円
（50.6%）

義務的経費
55億6,738万円
（52.3%）

投資的経費
7億7,664万円
（7.3%）

一般行政経費
43億598万円
（40.4%）

人件費
27億917万円
（25.4%）

扶助費
20億9,609万円
（19.7%）

公債費
7億6,212万円
（7.2%）

普通建設事業費
7億7,664万円
（7.3%）

物件費
17億486万円
（16.0%）

維持補修費
6,098万円
（0.6%）

補助費等
17億9,599万円
（16.9%）

繰出金
5億8,954万円
（5.5%）

その他経費
1億5,461万円（1.5%）

依存財源
52億5,593万円
（49.4%）

町税
37億9,728万円
（35.7%）

繰入金
7億7,781万円
（7.3%）

繰越金
3億円
（2.8%）分担金および負担金

1億4,832万円
（1.4%）

その他
3億7,066万円
（3.4%）

地方交付税
17億9,000万円
（16.8%）

国庫支出金
13億8,269万円
（13.0%）

県支出金
10億7,132万円
（10.1%）

地方債
2億2,660万円
（2.1%） 県税交付金

6億7,700万円
（6.4%）

その他
1億832万円（1.0%）

「
時
代
の
変
化
に
対
応
し 

だ
れ
も
が
輝
き

と
も
に
創
る
ま
ち“

日
野”

」
を
め
ざ
し
て

【
一
般
会
計
予
算
の
概
要
】

　

本
年
度
の
当
初
予
算
は
、
長
期
的
な
展
望
を
持
ち
な
が
ら
課
題
に

柔
軟
に
対
応
し
、
希
望
の
あ
る
未
来
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
と
の
思
い
を

込
め
「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
日
野
の
未
来
を
育
て
る
予
算
」
と
し

て
、
子
育
て
施
策
の
充
実
、
生
活
基
盤
整
備
や
産
業
振
興
、
地
域
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
を
め
ざ
す
わ
た
む
き
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
、
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
改
革
を
進
め
る
自
治
会
へ
の
支
援
等
に
つ
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進
め
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
１
０
６
億
５，
０
０
０
万
円
と
な
り
、
過
去
最
大
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　
町
税
で
は
、
景
気
の
回
復
等
に
よ
り
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
に
お

い
て
大
幅
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
税
総
額
で
、
３
億
１，

１
２
６
万
円
増
の
37
億
９，
７
２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
で
は
、
国
全
体
の
交
付
税
総
額
は
増
額
見
込
み
で
あ
る

一
方
、当
町
に
お
い
て
は
、町
税
の
収
入
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

前
年
度
比
で
２，
０
０
０
万
円
減
の
17
億
９，
０
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
地
方
債
で
は
、
道
路
や
公
共
施
設
等
の
整
備
に
お
い
て
、
よ
り
有
利

な
財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
で
４，
６
７
０
万
円

増
の
２
億
２，
６
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
入
金
で
は
、
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
ち
の
貯
金
に
あ
た

る
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
か
ら
合
計
６
億
８，
０
０
０
万
円
を
取

り
崩
し
て
お
り
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
歳
出
で
は
、子
育
て
施
策
と
し
て
、日
野
学
童
保
育
所
「
ヒ
ノ
キ
オ
」

の
保
育
室
増
設
に
か
か
る
設
計
、
養
育
環
境
等
に
課
題
の
あ
る
児
童
等

に
対
し
て
居
場
所
を
開
設
し
、
学
習
面
や
生
活
面
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
す
る
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
の
開
始
、
１
か
月
児
健
康
診
査

の
開
始
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た
町
の
子
育
て
情
報

の
発
信
、
松
尾
公
園
や
大
谷
公
園
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
拡

充
を
行
う
た
め
の
設
計
、
小
学
校
へ
の
校
内
教
育
セ
ン
タ
ー
学
習
指
導

員
の
配
置
や
不
登
校
児
童
生
徒
と
関
係
機
関
や
支
援
者
を
つ
な
ぐ
不

登
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
、
不
登
校
対
応
の
強
化
等
を

推
進
し
ま
す
。

　
生
活
基
盤
整
備
と
し
て
、
町
道
整
備
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
工
事
等
を

実
施
し
、
産
業
振
興
と
し
て
、
町
内
に
工
場
等
を
新
規
立
地
し
、
町
内

住
民
を
雇
用
し
た
企
業
へ
の
奨
励
金
の
交
付
、
地
域
の
商
店
等
の
事
業

承
継
支
援
、
農
業
振
興
と
し
て
、
た
め
池
耐
震
調
査
、
新
規
就
農
者
の

育
成
支
援
、
農
道
整
備
、
農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
へ
の

支
援
の
拡
充
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
新
た
な
交
付
金
を
活
用
し
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

（
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
）
の
運
行
地
域
拡
大
、
近
江
日
野
産
日
野
菜
の
振

興
等
を
推
進
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
地
区
公
民
館
調
理
実
習
室
へ
の
空

調
設
置
や
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

に
か
か
る
選
手
の
受
け
入
れ
体
制
や
お
も
て
な
し
対
応
の
充
実
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
自
治
会
支
援
等
を
実
施
し
ま
す
。

（注）表示単位未満を四捨五入していることから、合計が一致しない場合があります。

●一般会計、特別会計� （千円：%）

会計名 令和７年度 令和６年度 増減 増減率
一般会計 10,650,000 9,935,000 715,000 7.2
国民健康保険 2,067,000 2,147,000 ▲�80,000 ▲�3.7
介護保険 2,241,890 2,246,566 ▲�4,676 ▲�0.2
後期高齢者医療 344,800 332,800 12,000 3.6
西山財産区 2,321 2,269 52 2.3

合　　計 15,306,011 14,663,635 642,376 4.4

令和７年度各会計予算

第
６
次
日
野
町
総
合
計
画

令和７年度

一般会計予算
のあらまし

令和７年度
一般会計予算

106億5,000万円

（
入
っ
て
く
る
お
金
）
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自主財源
53億9,407万円
（50.6%）

義務的経費
55億6,738万円
（52.3%）

投資的経費
7億7,664万円
（7.3%）

一般行政経費
43億598万円
（40.4%）

人件費
27億917万円
（25.4%）

扶助費
20億9,609万円
（19.7%）

公債費
7億6,212万円
（7.2%）

普通建設事業費
7億7,664万円
（7.3%）

物件費
17億486万円
（16.0%）

維持補修費
6,098万円
（0.6%）

補助費等
17億9,599万円
（16.9%）

繰出金
5億8,954万円
（5.5%）

その他経費
1億5,461万円（1.5%）

依存財源
52億5,593万円
（49.4%）

町税
37億9,728万円
（35.7%）

繰入金
7億7,781万円
（7.3%）

繰越金
3億円
（2.8%）分担金および負担金

1億4,832万円
（1.4%）

その他
3億7,066万円
（3.4%）

地方交付税
17億9,000万円
（16.8%）

国庫支出金
13億8,269万円
（13.0%）

県支出金
10億7,132万円
（10.1%）

地方債
2億2,660万円
（2.1%） 県税交付金

6億7,700万円
（6.4%）

その他
1億832万円（1.0%）

歳
出

自主財源
53億9,407万円
（50.6%）

義務的経費
55億6,738万円
（52.3%）

投資的経費
7億7,664万円
（7.3%）

一般行政経費
43億598万円
（40.4%）

人件費
27億917万円
（25.4%）

扶助費
20億9,609万円
（19.7%）

公債費
7億6,212万円
（7.2%）

普通建設事業費
7億7,664万円
（7.3%）

物件費
17億486万円
（16.0%）

維持補修費
6,098万円
（0.6%）

補助費等
17億9,599万円
（16.9%）

繰出金
5億8,954万円
（5.5%）

その他経費
1億5,461万円（1.5%）

依存財源
52億5,593万円
（49.4%）

町税
37億9,728万円
（35.7%）

繰入金
7億7,781万円
（7.3%）

繰越金
3億円
（2.8%）分担金および負担金

1億4,832万円
（1.4%）

その他
3億7,066万円
（3.4%）

地方交付税
17億9,000万円
（16.8%）

国庫支出金
13億8,269万円
（13.0%）

県支出金
10億7,132万円
（10.1%）

地方債
2億2,660万円
（2.1%） 県税交付金

6億7,700万円
（6.4%）

その他
1億832万円（1.0%）

【
一
般
会
計
予
算
の
概
要
】

　

本
年
度
の
当
初
予
算
は
、
長
期
的
な
展
望
を
持
ち
な
が
ら
課
題
に

柔
軟
に
対
応
し
、
希
望
の
あ
る
未
来
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
と
の
思
い
を

込
め
「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
日
野
の
未
来
を
育
て
る
予
算
」
と
し

て
、
子
育
て
施
策
の
充
実
、
生
活
基
盤
整
備
や
産
業
振
興
、
地
域
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
を
め
ざ
す
わ
た
む
き
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
、
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
改
革
を
進
め
る
自
治
会
へ
の
支
援
等
に
つ
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進
め
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
１
０
６
億
５，
０
０
０
万
円
と
な
り
、
過
去
最
大
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　
町
税
で
は
、
景
気
の
回
復
等
に
よ
り
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
に
お

い
て
大
幅
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
税
総
額
で
、
３
億
１，

１
２
６
万
円
増
の
37
億
９，
７
２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
で
は
、
国
全
体
の
交
付
税
総
額
は
増
額
見
込
み
で
あ
る

一
方
、当
町
に
お
い
て
は
、町
税
の
収
入
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

前
年
度
比
で
２，
０
０
０
万
円
減
の
17
億
９，
０
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
地
方
債
で
は
、
道
路
や
公
共
施
設
等
の
整
備
に
お
い
て
、
よ
り
有
利

な
財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
で
４，
６
７
０
万
円

増
の
２
億
２，
６
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
入
金
で
は
、
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
ち
の
貯
金
に
あ
た

る
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
か
ら
合
計
６
億
８，
０
０
０
万
円
を
取

り
崩
し
て
お
り
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
歳
出
で
は
、子
育
て
施
策
と
し
て
、日
野
学
童
保
育
所
「
ヒ
ノ
キ
オ
」

の
保
育
室
増
設
に
か
か
る
設
計
、
養
育
環
境
等
に
課
題
の
あ
る
児
童
等

に
対
し
て
居
場
所
を
開
設
し
、
学
習
面
や
生
活
面
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
す
る
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
の
開
始
、
１
か
月
児
健
康
診
査

の
開
始
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た
町
の
子
育
て
情
報

の
発
信
、
松
尾
公
園
や
大
谷
公
園
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
拡

充
を
行
う
た
め
の
設
計
、
小
学
校
へ
の
校
内
教
育
セ
ン
タ
ー
学
習
指
導

員
の
配
置
や
不
登
校
児
童
生
徒
と
関
係
機
関
や
支
援
者
を
つ
な
ぐ
不

登
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
、
不
登
校
対
応
の
強
化
等
を

推
進
し
ま
す
。

　
生
活
基
盤
整
備
と
し
て
、
町
道
整
備
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
工
事
等
を

実
施
し
、
産
業
振
興
と
し
て
、
町
内
に
工
場
等
を
新
規
立
地
し
、
町
内

住
民
を
雇
用
し
た
企
業
へ
の
奨
励
金
の
交
付
、
地
域
の
商
店
等
の
事
業

承
継
支
援
、
農
業
振
興
と
し
て
、
た
め
池
耐
震
調
査
、
新
規
就
農
者
の

育
成
支
援
、
農
道
整
備
、
農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
へ
の

支
援
の
拡
充
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
新
た
な
交
付
金
を
活
用
し
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

（
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
）
の
運
行
地
域
拡
大
、
近
江
日
野
産
日
野
菜
の
振

興
等
を
推
進
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
地
区
公
民
館
調
理
実
習
室
へ
の
空

調
設
置
や
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

に
か
か
る
選
手
の
受
け
入
れ
体
制
や
お
も
て
な
し
対
応
の
充
実
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
自
治
会
支
援
等
を
実
施
し
ま
す
。

（注）表示単位未満を四捨五入していることから、合計が一致しない場合があります。

歳入
●町税

　皆さんが町に納めた、町民
税、固定資産税、軽自動車税
などです。
●地方交付税

　各市町村間の財源の不均衡
を調整するために、国から一
定の基準により交付されるお
金です。
●国庫支出金・県支出金

　国や県から交付された補助
金や委託金です。
●地方債

　町の運営を行うために必要
なお金を調達するための借入
金です。
●分担金および負担金

　行政サービスを利用した場
合に、その受益の程度に応じ
て、受益者から納めていただ
くお金です。

歳出
●人件費

　議員報酬、各種委員報酬、
町職員の給与などの費用です。
●扶助費

　児童手当や障がい者・高齢
者支援などの費用です。
●公債費

　町の借入金の返済費用です。
●普通建設事業費

　道路や公共施設の整備など、
社会資本整備への費用です。
●物件費

　光熱水費、消耗品費、施設
の管理費などの費用です。
●維持補修費

　公共施設などの維持管理に
係る費用です。
●補助費等

　消防やごみ処理など広域行
政への負担金や、自治会や団
体などへの事業補助などの費
用です。
●繰出金

　国民健康保険や介護保険な
ど特別会計への繰出金です。

●企業会計� （千円：%）

企業会計名 令和７年度 令和６年度 増減 増減率
水道事業 783,360 809,947 ▲�26,587 ▲�3.3
下水道事業 1,502,452 1,579,155 ▲�76,703 ▲�4.9
合　　計 2,285,812 2,389,102 ▲�103,290 ▲�4.3

用語解説
（
使
う
お
金
）
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① 
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り

〘
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
施
策
〙

～
ひ
の
で
育
て
て
よ
か
っ
た 

ひ
の
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
～

令和７年度一般会計予算のあらまし

政
策
の
柱

【
新
規
＝
新
】

【
拡
充
＝
拡
】

◆
安
心
し
て
子
ど
も
を

　
　
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

１
か
月
児
の
健
康
診
査
の
助
成�

（
72
万
８
千
円
）

　

１
か
月
児
に
対
す
る
健
康
診
査
の
費
用
を
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
出
生
後
の
健
康
診
査
の
実
施
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

不
育
症
治
療
費
用
の
助
成�

（
15
万
円
）

　

不
育
症
（
※
）
の
方
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
医
療
保
険
の
適
用
内
外
を
問
わ
ず
、
不
育
症
の
検

査
お
よ
び
治
療
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※ 

２
回
以
上
の
流
産
・
死
産
ま
た
は
生
後
１
週
間
以
内
の
早
期
新
生
児
死

亡
が
あ
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
充
実�

（
６
４
５
万
３
千
円
）

　

高
ま
る
学
童
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
日
野
学
童

保
育
所
「
ヒ
ノ
キ
オ
」
保
育
室
の
増
設
に
伴
う
設
計
業
務
を

実
施
し
ま
す
。

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
お
よ
び
小
規
模
保
育
事

業
所
で
の
保
育
時
間
の
延
長�

（
１
６
５
万
円
）

　

日
野
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
時
間
お
よ
び
小
規
模
保
育
事

業
所
の
開
園
に
よ
り
保
育
時
間
を
延
長
し
、長
時
間
保
育
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

新新新拡

◆
誰
も
が
互
い
に
支
え
あ
い

　
　
　
　
　
子
育
て
で
き
る
ま
ち

新  

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た

子
育
て
情
報
の
発
信�

（
19
万
８
千
円
）

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た
町
の
子
育
て
情

報
発
信
や
サ
イ
ト
を
運
営
し
ま
す
。

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
作
成

�

（
予
算
措
置
不
要
）

　

町
で
実
施
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
等
を

わ
か
り
や
す
く
冊
子
に
ま
と
め
、「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

と
し
て
配
布
す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば「
ぽ
け
っ
と
」

開
館
時
間
の
延
長�

（
90
万
５
千
円
）

　

子
育
て
環
境
の
変
化
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
『
ぽ
け
っ
と
』」
の
開
館
時
間
を
延
長
し

ま
す
。児

童
育
成
支
援
拠
点
事
業
の
実
施

�

（
１
，２
１
０
万
９
千
円
）

　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
健
や
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
養
育

環
境
等
に
課
題
を
抱
え
る
児
童
等
に
対
し
て
、
居
場
所
を
開

設
し
学
習
面
や
生
活
面
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

動
く
み
ん
な
の
食
堂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

（
５
５
８
万
２
千
円
）

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
活
用
し
た
子
ど
も
食
堂
を
通
し
て
、
誰
も

が
安
心
で
き
る
居
場
所
と
活
躍
で
き
る
役
割
が
あ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
応
援
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成�
（
10
万
円
）

　

子
育
て
応
援
に
関
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
子
育
て

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
し
、
町
の
子
育
て
施
策
の
情
報

発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

新拡新新新

◆
子
ど
も
が
明
る
く
元
気
に
育
つ
ま
ち

公
民
館
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
開
放�

（
49
万
５
千
円
）

　

雨
の
日
や
夏
の
暑
い
日
な
ど
に
、
子
育
て
家
族
が
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
公
民
館
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
ま
す
。

「
近
江
日
野
商
人
館
」・「
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ

と
館
」の
入
館
料
を
無
料
化�

（
予
算
措
置
不
要
）

　

町
内
在
住
の
子
育
て
家
族
の
入
館
料
を
無
料
に
し
、
郷
土

の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
醸
成
し
ま
す
。

地
域
の
公
民
館
を
拠
点
に
縦
の
つ
な
が
り
で

学
び
を
深
め
る
モ
デ
ル
事
業
実
施

�

（
63
万
４
千
円
）

　

小
学
生
の
放
課
後
学
習
を
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
地
域

の
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
縦
の
つ
な
が
り
の
中
で

子
ど
も
自
身
が
学
び
を
深
め
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
事
業

新
婚
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実�

（
３
０
０
万
円
）

　

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
対
象
経
費
（
従
前
は
住
宅
取

得
費
）
に
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
と
引
越
費
用
を
加
え
る
と
と
も

に
、
交
付
上
限
金
額
を
拡
充
し
ま
す
。

都
市
公
園
の
遊
び
場
の
充
実

�

（
２
，４
９
４
万
２
千
円
）

　

国
の
施
策
を
活
用
し
、
松
尾
公
園
、
大
谷
公
園
に
子
ど
も

の
遊
び
場
の
拡
充
を
行
う
た
め
の
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

婚
活
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
登
録
料
の
助
成

�

（
10
万
円
）

　

婚
活
を
応
援
す
る
た
め
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
運
営
す

る
し
が
・
め
ぐ
り
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
し
が
結
」
の

登
録
料
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

新新拡拡新新
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②  
暮
ら
し
を
支
え
る

し
ご
と
づ
く
り

③  

安
心
、
助
け
合
い

の
く
ら
し
づ
く
り

④  

住
み
た
く
な
る
都

市
基
盤
づ
く
り

⑤  

み
ん
な
で
は
ぐ
く

む
地
域
づ
く
り

令和７年度一般会計予算のあらまし

集
落
営
農
組
織
の

　
活
性
化
に
向
け
た
支
援

�
（
２
７
５
万
円
）

　

地
域
農
業
の
未
来
予
想
図
で
あ
る
「
地
域

計
画
」
を
策
定
し
た
地
域
に
お
い
て
地
域
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
集
落
営
農
組
織
の
作

業
等
の
省
力
化
や
オ
ペ
レ
ー
タ
の
育
成
・
確

保
等
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
、
支
援
を

行
い
ま
す
。

有
機
農
業
の
推
進�

（
３
０
０
万
８
千
円
）

　

有
機
農
業
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
た
有
機
米
の
販
売
促

進
や
有
機
農
業
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
す
る

た
め
、
生
産
者
や
団
体
に
対
し
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

中
山
間
地
域
へ
の
支
援
の
拡
充 

�

（
２
，９
８
２
万
１
千
円
）

　

農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
に

お
い
て
、
農
用
地
を
維
持
・
管
理
し
て
い
く

た
め
の
活
動
組
織
へ
の
支
援
と
し
て
、
対
象

農
用
地
を
勾
配
１
／
50
以
上
の
緩
傾
斜
地
ま

で
拡
大
し
ま
す
。

農
道
の
整
備

�

（
４
，３
４
７
万
５
千
円
）

　

農
地
・
農
業
用
施
設
の
整
備
を
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
実
施
し
、
農
業
の
持
続
的
発
展

に
つ
な
げ
る
た
め
、
２
地
区
に
お
い
て
、
新

た
に
農
道
舗
装
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

新拡拡新

医
療
的
ケ
ア
児
者
等
の
支
援

�

（
６
０
０
万
円
）

　

重
い
障
が
い
が
あ
っ
て
も
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
の

日
中
活
動
の
場
を
安
全
・
安
心
な
場
所
と
す

る
た
め
、
新
た
に
看
護
師
を
配
置
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま

す
。

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
の
助
成

�

（
10
万
円
）

　

65
歳
以
上
で
、
補
聴
器
の
装
用
が
有
効
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
対
し
、
購
入
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

重
層
的
支
援
体
制（
地
域
の
つ
な

が
り・支
え
合
い
づ
く
り
）の
整
備

�
（
２
０
０
万
円
）

　

地
域
の
中
で
「
支
え
手
」
と
「
受
け
手
」

が
固
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
や
高
齢

者
等
、
全
て
の
人
が
「
お
互
い
様
」
の
関
係

を
築
け
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
の

助
成
拡
充�

（
55
万
円
）

　

日
野
町
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
合
わ

せ
、
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
か
ら
、
生

ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
金
の
補
助
限
度
額

を
拡
充
し
ま
す
。（
電
気
式
２
万
円
→
５
万

円
） 新新新拡

鉄
道
対
策
事
業

�

（
２
，６
５
６
万
２
千
円
）

　

近
江
鉄
道
線
の
活
性
化
に
向
け
、
近
江
鉄

道
線
上
下
分
離
に
伴
い
、
県
と
沿
線
自
治
体

が
設
置
し
た
（
一
社
）
近
江
鉄
道
線
管
理
機

構
の
運
営
等
に
か
か
る
負
担
金
を
拠
出
し
ま

す
。

大
谷
公
園
長
寿
命
化
工
事

�

（
１
億
９
２
２
万
５
千
円
）

　

大
谷
公
園
の
長
寿
命
化
の
た
め
、
野
球
場

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
照
明
改
修
工
事
を

実
施
す
る
ほ
か
、
体
育
館
外
壁
改
修
お
よ
び

外
部
建
具
改
修
に
か
か
る
設
計
業
務
を
実
施

し
ま
す
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

　
　
（
防
災・安
全
）

�

（
１
億
３
，０
８
０
万
円
）

　

快
適
・
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、
町
道
西
大
路
鎌
掛
線
道
路
改
良
整
備
や
、

町
道
工
業
団
地
４
号
線
の
舗
装
修
繕
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
事
業

　
　
（
通
学
路
緊
急
対
策
）

�

（
５
，１
０
０
万
円
）

　

通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
町
道

小
御
門
十
禅
師
線
歩
道
新
設
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

新

集
落
支
援
員
お
よ
び

移
住
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

�

（
６
０
９
万
円
）

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
改

革
を
進
め
る
自
治
会
へ
の
支
援
と
し
て
、
地

域
の
取
り
組
み
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
集

落
支
援
員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、
移
住
希
望
者
と

関
係
者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
人
材
を
配
置

し
ま
す
。

集
落
機
能
の
維
持
に
向
け
た

自
治
会
等
の
活
動
に
対
す
る
支
援

�

（
４
４
１
万
３
千
円
）

　

自
治
会
等
が
地
域
を
活
性
化
し
、
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
課
題
を
把
握
し
、
学
び
・

考
え
、
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
の
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

新
し
い
地
方
経
済・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
事
業

�

（
９
，４
６
６
万
３
千
円
）

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
日
野
の
歴
史
文

化
を
い
か
し
た
取
り
組
み
や
、
近
江
日
野
産

日
野
菜
の
振
興
・
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
に

よ
る
交
通
空
白
時
間
帯
実
証
実
験
に
取
り
組

み
ま
す
。

新新新
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1年間お世話になります
私たちの町の区長さん、農業組合長さん

区長 区長名
村井１区  島

し ま お か

岡 利
と し か ず

和
村井２区  小

こ に し

西 利
と し や

哉
村井３区  小

こ に し

西 厚
あ つ お み

臣
村井４区  堤

つつみ

 由
ゆ き お

喜雄
小井口  小

お だ

田 浩
ひろし

寺尻  福
ふ く も と

本 幹
み き お

生
木津  岡

お か

 和
か ず ひ こ

彦
日田  野

の だ

田 晃
あ き ひ ろ

弘
大窪１区  岡

お か

 智
さ と し

之
大窪２区  𠮷

よ し だ

田 誠
まこと

大窪３区  長
な が さ き

崎 一
か ず ひ ろ

広
大窪４区  矢

や の

野 元
も と ひ ろ

浩
大窪５区  池

い け う ち

内 潔
きよし

河原  住
す み い

井 浩
ひ ろ た か

剛
松尾１区  山

や ま ぐ ち

口 明
あ き か ず

一
松尾２区  麻

あ さ は ら

原 耕
こ う ぞ う

造
松尾３区  𠮷

よ し ざ わ

沢 宏
ひ ろ あ き

明
上野田  齋

さ い と う

藤 登
のぼる

大谷  小
こ も り

森 均
き ん じ

治
椿野台  井

い の う え

上 髙
た か し

志
五月台  大

お お た に

谷 翼
つばさ

雇用促進住宅  岩
い わ い

井 順
じ ゅ ん こ

子
中道  堅

け ん な

名 潔
きよし

原  𠮷
よ し か わ

川 満
み つ お

男
川原  山

や ま だ

田 信
の ぶ ゆ き

幸
杉  山

や ま だ

田 克
よ し あ き

明
杣  岡

お か も と

本 清
き よ し

司
小野  森

も り お か

岡 六
む つ お

雄
奥師  奥

お く む ら

村 英
ひ で ゆ き

幸
鳥居平  得

と く ち

知 秀
ひ で ゆ き

行
中之郷  市

い ち だ

田 知
さ と し

司
佐久良  奥

お く の

野 忠
ただし

奥之池  小
こ も り

森 幸
ゆ き ひ ろ

弘
安部居  川

か わ は ら

原 岩
い わ お

男
中在寺  髙

た か は し

橋 真
し ん い ち

一
北脇  山

や ま だ

田 靖
や す ひ こ

彦
蓮花寺  山

や ま う ち

内 功
いさお

野出  持
も ち だ

田 勲
いさお

西大路１区  宮
み や ち

地 勤
つとむ

西大路２区  坂
さ か

 高
た か の ぶ

伸
西大路３区  山

や ま だ

田 政
ま さ ひ ろ

博
仁本木  関

せ き や

谷 聡
さ と る

実

区長 区長名
音羽  若

わかばやし

林 正
ま さ ひ で

秀
北畑  水

み ず さ わ

澤 透
とおる

西明寺  壁
か べ た

田 兼
け ん い ち

一
蔵王  山

や ま も と

本 博
ひ ろ し

司
平子  太

お お た

田 啓
さ と し

志
熊野  岡

お か

 徳
の り た か

孝
鎌掛第１  岡

お か ざ き

﨑 利
と し か つ

克
鎌掛第２  福

ふ く も と

本 景
け い い ち

一
鎌掛第３  福

ふ く も と

本 修
しゅういち

一
鎌掛第４  野

の ざ き

﨑 久
ひ さ お

男
鎌掛第５  篠

し の む ら

村 幸
こ う い ち

一
鎌掛第６  谷

た に ぐ ち

口 猛
たけし

上駒月  岸
き し む ら

村 照
て る あ き

秋
下駒月  川

か わ ば た

端 章
ふ み ひ ろ

弘
深山口  白

し ら い

井 嘉
よ し ふ み

章
上迫  安

や す い

井 範
の り お

雄
下迫  髙

た か ぎ

木 美
み ち あ き

智明
清田  藤

ふ じ さ わ

澤 隆
たかし

別所  清
し み ず

水 茂
し げ き

紀
曙  川

か わ い

合 泰
や す ひ ろ

博
三十坪下  安

や す い

井 敏
と し お

郎
三十坪上  寺

て ら さ わ

澤 弘
ひ ろ ゆ き

行
内池西  湖

こ で

出 康
や す ひ ろ

弘
内池東  岡

お か

 安
や す お

扶
猫田  辻

つ じ

 力
つとむ

十禅師  藤
ふ じ さ わ

沢 惣
そ う い ち

一
里口  谷

た に

 和
か ず よ し

好
山本  馬

ば ん ば

塲 嘉
か い ち

一
小御門  田

た な か

中 宏
ひろし

小谷  山
や ま な か

中 幸
こ う ぞ う

造
石原  丹

に わ

羽 茂
し げ つ ぐ

嗣
増田  山

や ま な か

中 弥
や す お

寿雄
豊田１区  前

ま え み や

宮 輝
て る ゆ き

行
豊田２区  山

や ま し た

下 直
た だ ゆ き

之
豊田３区  池

い け も と

元 実
じ つ お

雄
豊田４区  辻

つ じ む ら

村 由
よ し お

夫
豊田５区 調整中
中山西  山

や ま か み

上 昇
のぼる

中山東  古
ふ る か わ

川 和
か ず お

生
徳谷  望

も ち ぬ し

主 敏
と し ゆ き

行
湖南サンライズ  岸

き し う え

上 晃
こ う い ち ろ

一呂

区　長
農業組合名 農業組合長名
村井第１  𠮷

よ し ざ わ

澤 光
み つ ひ こ

彦
村井第２  福

ふ く だ

田 一
か ず ゆ き

行
小井口  相

あ い ざ か

坂 達
た つ や

也
寺尻  竹

た け む ら

村 克
か つ ひ さ

久
木津 	 𠮷

よ し ざ わ

澤 嘉
よ し か ず

和
日田  野

の だ

田 武
た け お

雄
大窪北下  西

に し む ら

村 力
つとむ

河原  深
ふ か い

井 英
ひ で と

仁
松尾１区  窪

く ぼ た

田 隆
たかし

松尾２区  市
い ち だ

田 喜
よ し ひ さ

久
松尾３区  村

む ら た

田 耕
こ う じ

治
上野田  辻

つ じ

 恒
つ ね お

男
大谷  小

こ も り

森 良
よ し み

美
原  中

な か に し

西 基
き よ し

喜
川原  横

よ こ や ま

山 久
ひ さ や す

恭
杉  横

よ こ や ま

山 昌
ま さ の り

典
杣  堀

ほ り え

江 秀
ひ で た ろ う

太郎
小野  増

ま す だ

田 喜
よ し か ず

一
奥師  八

や ぎ

木 健
け ん じ

次
鳥居平  麻

あ さ は ら

原 幸
こ う じ

治
中之郷  塚

つ か も と

本 貢
みつぎ

佐久良  奥
お く の

野 一
か ず お

雄
奥之池  小

こ も り

森 紀
の り あ き

明
安部居  渡

わ た な べ

邉 紳
し ん い ち ろ う

一郎
中在寺  星

ほ し だ

田 禎
さ だ ひ こ

彦
北脇  野

の ざ わ

澤 広
ひ ろ し

司
蓮花寺  奥

お く の

野 良
よ し ゆ き

幸
野出  谷

た に ぐ ち

口 登
のぼる

薬王寺  増
ま す だ

田 昌
しょういちろう

一郎
水落  井

い の う え

上 與
よ し お

嗣雄
日の出  水

み ず も と

本 定
さ だ か ず

和
大石  滿

み つ だ

田 久
ひ さ し

司
共益  坂

さ か た

田 東
と う さ く

作

農業組合名 農業組合長名
共栄  岡

お か

 彰
しょういち

一
仁本木  池

い け う ち

内 豊
ゆたか

音羽  仲
か が が み

上 伸
し ん じ ろ う

次朗
北畑  門

か ど

 完
ひろし

西明寺 	 𠮷
よ し ざ わ

澤 禎
た だ し

之
蔵王  藤

ふ じ か わ

川 啓
け い じ

治
鎌掛１区  大

お お に し

西 賢
け ん じ

司
鎌掛２区  岡

お か ざ き

﨑 吉
よ し た か

隆
鎌掛３区  藤

ふ じ さ わ

澤 幸
こ う き

樹
鎌掛４区  野

の ざ き

﨑 成
な り ひ さ

久
鎌掛５区  岡

お か

 智
さ と し

史
鎌掛６区  瀬

せ が わ

川 良
りょうぞう

三
上駒月  奥

お く だ

田 政
ま さ い ち

市
下駒月  嶋

し ま ざ わ

澤 澄
す み お

夫
深山口  久

ひ さ の

野 正
ま さ か ず

和
上迫  奥

お く い

井 勇
いさむ

下迫  木
き む ら

村 圭
よ し ひ ろ

宏
清田  清

し み ず

水 和
か ず よ し

良
別所  清

し み ず

水 忠
た だ し

司
三十坪下  木

き だ

田 文
ぶ ん い ち ろ う

一郎
三十坪上  冨

と み だ

田 𠮷
よ し ふ み

史
内池西  池

い け う ち

内 久
ひ さ お

男
内池東  大

お お の

野 伊
い さ の り

三典
猫田  中

な か に し

西 司
し ろ う

郎
十禅師  橋

は し も と

本 作
さ く お

雄
山本  馬

ば ん ば

場 誠
まこと

小御門  安
や す だ

田 一
い ち よ う

洋
小谷  北

き た が わ

川 幸
こ う じ

治
増田  野

の ぐ ち

口 秀
ひ で お

雄
豊田  中

な か い

井 良
よ し ひ さ

久
中山西  髙

た か お か

岡 啓
け い ご

吾
中山東  西

に し む ら

村 一
か ず み

弥
徳谷  落

お ち あ い

合 成
な る ひ と

人
（敬称略）

農業組合長
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行 政 組 織 一 覧 表
町議会

教育委員会
教育長
やす  だ   　ひろつぐ
安田　寛次

おんじょう　 ひさ  し
園城　久志

事務局

住民・保険年金

福祉・地域共生推進・保健

子ども支援・子育て家庭

高齢者福祉介護・地域包括支援

農政・農林振興

商工観光

道路河川・都市計画

上水道・下水道

出納

学校教育・子育て教育相談

生涯学習・公民館・歴史文化財

教育次長
（学校教育課長事務取扱）
まさ  き　   ひろゆき
正木　博之

町長
 ほり え　    かずひろ
堀江　和博
副町長
 やす だ　    たか し
安田　尚司

政策監
かわ の　     たかひろ
河野　隆浩
総務主監

（総務課長事務取扱）
よしざわ　   とし お
吉澤　利夫

こばと園長
おく   　さち  こ
奥　幸子

あおぞら園長
かしわぎ　   さち よ
柏木　幸世

保育所

建設計画課参事
 こ  もり　   のぶひさ
小森　信尚

すぎもと   　しんいち
杉本　伸一
建設計画課長

学校教育課主席参事
おと  わ　    かつ  し
音羽　克之

学校教育課課長補佐
にしむら　ひろし
西村　央

学校教育課課長補佐
やまぞえ　   かずとし
山添　和敏

子育て・教育相談センター室長
　　   おく  だ   　ただし

（会）奥田　直
　　   まさ  き　    ひろゆき

（兼）正木　博之
学校教育課長

日野幼稚園園長補佐
しまむら　     ゆ  き   こ
嶋村　由紀子

西大路幼稚園長
         あきみち　   じゅんこ

（会）秋道　潤子
南比都佐幼稚園長
　　   こう   の　   まさ  え

（会）幸野　雅恵
必佐幼稚園長
 た  なか　   あき  こ
田中　明子

日野幼稚園長
たけうち　     ま  り
竹内　真里

生涯学習課歴史文化財担当課長・
近江日野商人ふるさと館長
おか  い　    けん  じ
岡井　健司

近江日野商人館長
　　　 みつ だ　りょうじゅん

（会）満田　良順
生涯学習課課長補佐
ふりかど   　たく や
振角　卓哉

 か  のう　   はる お
加納　治夫
生涯学習課長・中央公民館館長・国民スポーツ大会・障害者スポーツ大会推進室長

ひらまつ  　ひさあき
平松　久明
図書館長

幼稚園

上下水道課課長補佐
  し みず　   かず と
清水　和人

しまむら　   かずのり
嶋村　和典
上下水道課長

桜谷こども園長
まさ  き　    とも み
正木　朋美

認定こども園

 み  うら    　み   な
三浦　美奈
会計管理者・出納室長

子ども支援課参事
 そ    わ      　ま  ゆ  み
曽羽　真由美

もり　   こういちろう
森　弘一郎
子ども支援課長・女性活躍支援施設長

住民課参事
たけむら   　けん じ
竹村　賢治

ます だ　     たけ  し
増田　武司
住民課長

長寿福祉課課長補佐
すぎむら   　さち よ
杉村　幸代

　　    やま だ　    じんきち
（兼）山田　甚吉
長寿福祉課長・地域包括支援センター所長

農林課課長補佐
なか  の　   やすひろ
中野　康弘

よしむら　   としあき
吉村　俊哲
農林課長

　　    しば た　    かずひで
（兼）柴田　和英
商工観光課長・日野まちかど感応館館長

福祉保健課参事・児童相談支援事業所管理者
おと  わ   　ひろゆき
音羽　寛之

ふく だ　    ふみひこ
福田　文彦
福祉保健課長・保健センター所長・早期療育施設所長

厚生主監
（長寿福祉課長事務取扱）
やま  だ　   じんきち
山田　甚吉

産業建設主監
（商工観光課長事務取扱）
しば  た　    かずひで
柴田　和英

参与
ひがし　けん じ ろう
東　健二郎

(令和７年４月１日）※(兼)は兼務の略です。
※(会)は会計年度任用職員の略です。

総務・財政
総務課主席参事・地域防災室長・防災センター長
おかもと   　あきひこ
岡本　昭彦

総務課課長補佐
てらもと  　まさひろ
寺本　昌弘

　　　よしざわ　   とし  お
（兼）吉澤　利夫
総務課長

議会事務局長

住民税・収納・固定資産税
税務課課長補佐
やまぞえ　    し ろう
山添　史郎

すぎむら　   こう  じ
杉村　光司
税務課長

交通政策・環境政策
交通環境政策課参事
おおおか   　まさかず
大岡　正和

  こ じま　 まさる
小島　勝
交通環境政策課長

福祉保健課地域共生担当課長
しば　まさひろ
芝　雅宏

子ども支援課参事
たねむら　  よしゆき
種村　善之

子ども支援課課長補佐・
こども家庭センター長
さか た     　あつ こ
坂田　敦子

子ども支援課
課長補佐
にしざわ　 まこと
西沢　真

企画人権・秘書広報・情報政策
企画振興課参事
 は  ぐろ　     か おり
歯黒　香織

おおにし　  としゆき
大西　敏幸
企画振興課長

企画振興課参事・ＤＸ推進室長
もりしま　   よしのり
森島　美徳

学校教育課不登校対応担当課長
あか  お    　そういち
赤尾　宗一

9 8広報ひの　2025.05 2025.05　広報ひの



　

３
月
９
日
（
日
）
に
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
「
町

村
合
併
70
周
年
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
、
招
待
者

や
出
演
者
な
ど
約
6
0
0
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昭
和
30
年
（
1
9
5
5
年
）
３
月
16
日
に
１

町
６
村
（
日
野
町
、
東
桜
谷
村
、
西
桜
谷
村
、
西
大

路
村
、
鎌
掛
村
、
南
比
都
佐
村
、
北
比
都
佐
村
）
が

合
併
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
70
年
間
の
歴
史
に
思
い

を
は
せ
、
現
在
の
日
野
町
の
礎
を
築
か
れ
た
先
人
の

ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
へ
の
愛
着
や
、

こ
れ
ま
で
交
流
い
た
だ
い
た
方
々
と
の
ご
縁
を
再
認

識
す
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
式
前
に
日
野
町
の
70
年
を
振
り
返
る
「
日
野
町

70
年
の
あ
ゆ
み
」
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
上
映
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
上
野
田
芝し

ば

田で
ん

楽が
く

締
太
鼓
お
よ
び
日

野
祭
曳ひ

き

山や
ま

囃は
や

子し

方か
た

交
流
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
日
野
祭

囃
子
の
演
奏
と
と
も
に
幕
を
開
け
、
日
野
中
学
校
２

年
生
の
中な

か

西に
し

琥こ

珀は
く

さ
ん
、
末す

え

友と
も

心み

羽は
ね

さ
ん
の
司
会
に

よ
り
式
典
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
町
民
憲
章
」

の
唱
和
に
始
ま
り
、
町
長
式
辞
、
議
長
挨
拶
に
続
い

て
、
功
労
者
表
彰
と
し
て
町
政
の
発
展
や
社
会
福
祉
、

教
育
、
歴
史
・
文
化
な
ど
の
各
分
野
で
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ん
に
表
彰
状
や
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し

た
後
、「
ひ
の
っ
こ
宣
言
」
が
元
気
よ
く
お
披
露
目

さ
れ
ま
し
た
。「
ひ
の
っ
こ
宣
言
」
と
は
、
子
ど
も

も
大
人
も
共
に
気
持
ち
よ
く
暮
ら
す
た
め
の“

合
言

葉”

と
し
て
、
公
募
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
小
学
校
３

年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
の
18
名
の
皆
さ
ん
と
、

日
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
大
人
代
表
６
名
の

皆
さ
ん
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
最
後
は
、
日
野
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
歌
の
披

露
と
と
も
に
、「
綿わ

た
む
き

向
山
讃さ

ん

歌か

」
を
会
場
の
皆
さ
ん

と
合
唱
し
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
絆き

ず
な

や
つ
な
が
り
の

大
切
さ
が
伝
わ
る
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡

り
、
輝
く
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
る
式
典
と
な
り
ま

し
た
。

　

ご
参
加
な
ら
び
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

祝祝 

町
村
合
併
70
周
年

記
念
式
典
を

　
挙
行
し
ま
し
た

【町村合併70周年
記念ロゴマーク】
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３
月
７
日
（
金
）
～
10
日
（
月
）
の
間
、

日
野
町
と
姉
妹
都
市
提
携
（
1
9
8
4
年
５

月
２
日
調
印
）
を
結
ん
で
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
国

エ
ン
ブ
市
か
ら
10
名
の
使
節
団
が
来
町
さ
れ

ま
し
た
。
エ
ン
ブ
市
の
皆
様
が
来
町
さ
れ
る

の
は
10
年
ぶ
り
で
す
。

　

使
節
団
の
皆
様
は
、
９
日
（
日
）
の
日
野

町
町
村
合
併
70
周
年
記
念
式
典
に
参
加
さ
れ
、

町
制
70
周
年
（
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
）
に

つ
い
て
お
祝
い
の
言
葉
を
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

滞
在
中
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
さ
れ
町
長
と

懇
談
さ
れ
た
ほ
か
、
近
江
日
野
商
人
館
な
ど

の
町
内
施
設
や
町
内
企
業
を
訪
問
さ
れ
る
な

ど
日
野
町
や
日
本
文
化
に
ふ
れ
、
学
ば
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
有
意
義
な
交
流
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

〇
エ
ン
ブ
市
と
の
交
流
の
き
っ
か
け

　
1
9
8
0
（
昭
和
55
）
年
８
月
10
日
に
開

催
さ
れ
た
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
全
国
教

職
員
相
撲
選
手
権
大
会
に
ブ
ラ
ジ
ル
国
相
撲
連
盟
一
行
が
視
察
に
来
町
、
民
泊
家

庭
の
心
か
ら
の
歓
迎
に
感
激
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
エ

ン
ブ
市
か
ら
の
強
い
希
望
も
あ
り
友
好
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
の
ブ
ラ
ジ
ル
国

エ
ン
ブ
市
使
節
団
が
来
町
さ
れ
ま
し
た

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
日
野
町
国
際
親
善
協
会（
企
画
振
興
課
内
）

　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
5
0

【
議
会
議
員
功
労
】

齋さ
い
と
う藤　

光み
つ
ひ
ろ弘

谷た
に　
　

成し
げ
た
か隆

山や
ま
だ田　

人ひ
と
し志

奥お
く
だ
い
ら平　

英ひ
で
お雄

【
地
方
自
治
功
労
】

西に
し
む
ら村　

吉よ
し
ひ
ろ弘

奥お
く
の野　

友と
も
か
ず一

北き
た
お
か岡
ひ
ろ
子こ

長な
つ
か束　
　

晶
あ
き
ら

西に
し
か
わ川　

博ひ
ろ
あ
き明

小こ
に
し西　

康や
す
よ代

坂さ
か
た田　

東と
う
さ
く作

畝あ
ぜ
た田　

鉄て
つ
や也

満み
つ
だ田　

法の
り
こ子

村む
ら
し
ま島　

茂し
げ
お男

吉よ
し
か
わ川　
　

茂
し
げ
る

田た
な
か中　

敏と
し
ふ
み文

根ね
も
と本　

房ふ
さ
こ子

町
村
合
併
70
周
年
記
念

功
労
者
表
彰
受
賞
者
一
覧

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
振
興
課
　
企
画
人
権
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
5
2

【
社
会
福
祉
功
労
】

森も
り
た田
貴き

み

え

美
惠

門か
ど
さ
か坂　
　

剛
た
け
し

奥お
く
む
ら村　

輝て
る
み美

池い
け
も
と元　
　

清
き
よ
し

栗く
り
た田
眞ま

ち

こ

知
子

谷た
に
だ田
千ち

よ

こ

代
子

町ま
ち
だ田　
　

勉
つ
と
む

小こ
ば
や
し林　

敏と
し
こ子

松ま
つ
も
と本　

建け
ん
し司

吉よ
し
ざ
わ沢　

詔し
ょ
う
じ治

西に
し
む
ら村　

保や
す
こ子

山や
ま
だ田　

恭き
ょ
う
こ子

白し
ら
は
ま濱　

和か
ず
こ子

吉よ
し
か
わ川　

和か
ず
え枝

堀ほ
り
い井　

栄え
い
こ子

瀧た
き
ざ
わ沢
小さ

よ

こ

夜
子

清し
み
ず水　

淳じ
ゅ
ん
こ子

山や
ま
ぞ
え添
真ま

み

こ

美
子

河か
わ
む
ら村　

英ひ
で
お生

山や
ま
も
と本
い
づ
み

【
教
育
功
労
】

藤ふ
じ
さ
わ澤　

政ま
さ
お男

竹た
け
む
ら村　

一か
ず
お男

池い
け
う
ち内　

美み

よ

こ

代
子

竹た
け
む
ら村　

基も
と
ふ
み文

安あ
ん
ど
う籘　

宜ぎ

ほ保

山や
ま
も
と本　

身み

え

こ

江
子

岡お
か
も
と本　

恭や
す
は
る治

藤ふ
じ
さ
わ沢　

敏と
し
こ子

日ひ
の
つ
つ
て
っ
ぽ
う

野
筒
鉄
炮
研
究
会

【
感
謝
状
】

相あ
い
さ
か坂　

明
あ
き
ら

岡お
か　

藤と
う
た
ろ
う

太
郎

奥お
く
の野　

健た
け
お夫

冨と
み
た田　

匡ま
さ
こ子

西に
し
ざ
わ澤　

澄す
み
こ子

西に
し
ざ
わ澤　

宏
ひ
ろ
し

橋は
し
も
と本　

豪ご
う

藤ふ
じ
お
か岡　

常つ
ね
お夫

分わ
け
ば
や
し林　

保や
す
ひ
ろ弘

株
式
会
社
伊
藤
佑

株
式
会
社
オ
カ
イ
チ

株
式
会
社
カ
ン
ポ

株
式
会
社
キ
ム
ラ
テ
ッ
ク

Ｊ
Ｅ
Ｊ
ア
ス
テ
ー
ジ
株
式
会
社

株
式
会
社
ヒ
ロ
セ

（
敬
称
略
）

（
故
）

11 10広報ひの　2025.05 2025.05　広報ひの



まちのわだい 

　
今
回
は
、
日
野
町
以
外
に
住
ん
で
い

る
人
の
日
野
町
民
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
ほ

ぼ
日
野
町
民
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ

た
、
N
P
O
法
人
日
野
ま
ち
つ
な
ぐ
研

究
所
（
日
野
ラ
ボ
）
の
ト
ム
・
ヴ
ィ
ン

セ
ン
ト
さ
ん
、
川か

わ
む
ら村
の
り
子こ

さ
ん
（
日

野
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ほ
ぼ
日
野
町
民
の
会
」に
つ
い
て

　「
日
野
町
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
遊
び
に

き
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
日
野
町

に
住
ん
で
い
な
い
人
の
情
報
サ
イ
ト
と

し
て
「
ほ
ぼ
日
野
町
民
の
会
」
を
立
ち

上
げ
ら
れ
、
１
月
30
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
方
に

は
、
町
の
情
報
の
発
信
や
、
特
別
企
画

を
行
う
予
定
で
、
取
材
時
の
３
月
中
旬

の
会
員
数
は
、
約
２
２
０
名
で
す
。

　
川
村
さ
ん
は
、「
ゆ
く
ゆ
く
の
夢
と
し

て
、
ほ
ぼ
日
野
町
民
の
会
で
つ
な
が
っ

た
人
た
ち
と
実
際
に
日
野
町
で
何
か
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
日
野
町
の
最

大
の
魅
力
は
、„
人„

。
そ
ん
な
日
野
町

の
人
と
触
れ
合
っ
て
日
野
町
の
魅
力
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
町
民
で
な
い
方
も
、

日
野
町
を
訪
ね
た
日
か
ら
町
民
の
よ
う

に
歓
迎
さ
れ
、
自
分
の
町
の
よ
う
に
楽

し
く
過
ご
せ
る
日
野
町
で
あ
っ
た
ら
い

い
な
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
野
町
ら
し
さ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
近
江
日
野
商

人
の
目
と
口
に

「
ひ
」「
の
」
の
文

字
が
隠
れ
て
い
る

ほ
ぼ
日
野
町
民
の

会
の
ロ
ゴ
は
、
東

京
の
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
手
掛
け
て

い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
販
売
中
の
ほ
ぼ
日

野
町
民
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
加
盟
店
に

訪
ね
た
際
に
提
示
す
る
と
、「
お
か
え

り
」
と
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
り
、『
魔

法
』
が
起
き
た
り
す
る
そ
う
で
す
。（
※

色
違
い
の
日
野
町
民
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

は
対
象
外
）

　日野町在住の方は、ほぼ
日野町民の会には入会でき
ませんが、メーリングリス
トをお申し込みいただくと、
不定期に、イベント情報な
どのお知らせが届きます。

町内の加盟店（無料）も募集中！町内の加盟店（無料）も募集中！
興味がある方は「info@hinolab.org」宛に

連絡をお願いします。

近
江
日
野
町
以
外
に

住
ん
で
い
る
人
の

日
野
町
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

「
ほ
ぼ
日
野
町
民
の
会
」

発 見発 見

会員登録（無料）
ほぼ日野町民の会
ホームページ

西
大
路
小
学
校
３
年
生

「
名
人
に
弟
子
入
り
発
表
会
」

日
野
高
カ
フ
ェ
＠
H
o
m
e

「
一
般
社
団
法
人

こ
う
け
ん
舎
へ
の
贈
呈
式
」

　
３
月
４
日（
火
）、西
大
路
公
民
館
で
、西
大
路
小
学

校
３
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
行
っ
た「
名
人

に
弟
子
入
り
」の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、児
童
た
ち
が

作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
資
料
を
投
影
し
な
が
ら
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

　
西
大
路
下し

も
ぐ
み組
祭ま

つ
り

囃ば
や
し子
保ほ

ぞ
ん存
会か

い

に
弟
子
入
り
し
た「
祭

囃
子
」グ
ル
ー
プ
は「
バ
カ
バ
ヤ
シ
」の
演
奏
、日
野
の

伝
統
料
理
を
継
承
す
る
会
に
弟
子
入
り
し
た「
伝
統
料

理
」グ
ル
ー
プ
は
さ
つ
ま
い
も
ご
は
ん
の
作
り
方
を
歌

に
し
て
披
露
、か
ぎ
や
菓
子
舗
に
弟
子
入
り
し
た「
和

菓
子
」グ
ル
ー
プ
は
調
理
中
の
写
真
を
紹
介
す
る
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は「
名
人
」の
皆
さ
ん
、保
護
者
や
地
域
の
方

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、児
童
た
ち
の
発
表
を
称
賛
し
ま

し
た
。

　
３
月
10
日（
月
）、「
な
な
い
ろ
」
の
日
替
店
主
カ
フ
ェ
を

運
営
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
こ
う
け
ん
舎
に
、
日
野
高

カ
フ
ェ
＠
H
o
m
e
が
、
カ
フ
ェ
の
収
益
金
で
購
入
し
た

「
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
」
と
「
ト
ー
ス
タ
ー
」
を
寄
贈
す
る

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
野
高
カ
フ
ェ
＠
H
o
m
e

で
は
、
滋
賀
県
立
日
野
高
等
学
校
の
生
徒
が
日
野
駅
観
光

案
内
交
流
施
設
「
な
な
い
ろ
」
で
、
日
替
わ
り
カ
フ
ェ
と

し
て
出
店
し
、
運
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
贈
品
は
、
今
後
日
替
わ
り
出
店
者
の
皆
さ
ん
が
活
用

さ
れ
ま
す
。
こ
う
け
ん
舎
の
西に

し
づ
か塚
さ
ん
は
「
ト
ー
ス
タ
ー

は
カ
フ
ェ
や
ラ
ン
チ
を
さ
れ
る
店
主
に
重
宝
さ
れ
ま
す
。

ま
た
掃
除
機
で
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
な
な
い
ろ
へ
訪

れ
る
方
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

名人さんありがとう♡

観光案内交流施設
なないろホームページ

ぜひお立ち寄りくださ
い♪

農作物が豊かに実りま
すように

川村のり子 さん

トム・ヴィンセント さん

４
月
４
日（
金
）、
日ひ

え枝
神
社
（
大
窪
）
で
春
の
大
例
祭

「
南
山
王
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
12
年
に
滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た

「
日
野
の
ホ
イ
ノ
ボ
リ
」
の
行
事
の
う
ち
、
最
も
多
く
の
ホ

イ
ノ
ボ
リ
が
奉
納
さ
れ
る
の
が
「
南
山
王
祭
」
で
す
。「
ホ

イ
ノ
ボ
リ
」
と
は
、
竹
を
細
長
く
割
っ
た
竹
ひ
ご
に
白
や

ピ
ン
ク
の
薄
紙
を
花
の
よ
う
に
つ
け
た
「
ホ
イ
」
を
、
幟

の
ぼ
り

の
先
か
ら
し
だ
れ
桜
の
よ
う
に
垂
ら
し
た
も
の
で
す
。
竹

ひ
ご
は
48
本
あ
り
、
先
に
作
成
し
た
約
1
，5
0
0
個
の

「
ホ
イ
」
の
軸
を
挟
み
な
が
ら
緑
色
の
紙
を
巻
い
て
作
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

今
回
も
、
多
く
の
ホ
イ
ノ
ボ
リ
が
五ご

こ
く穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
祈
願
し

て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
イ
ノ
ボ
リ
の
下
で
は
、
地
元
の

方
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
お
弁
当
や
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

春
の
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
の

　
　
　
　
　
　「
南み

な
み

山さ
ん
の
う王
祭ま

つ
り

」

令
和
７
年
度

 

日
野
町
消
防
団

�

入
退
団
・
昇
任
式
を
開
催

地
域
を
守
る
消
防
団

地
域
を
守
る
消
防
団

　
4
月
5
日（
土
）、
日
野
消
防
署
で
令
和
７
年
度
日
野
町
消

防
団
入
退
団
・
昇
任
式
が
行
わ
れ
、
退
団
者
23
名
、
入
団
者

23
名
、
昇
任
者
６
名
の
辞
令
交
付
、
感
謝
状
授
与
等
が
厳
粛

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
を
代
表
し
、
岸き

し
む
ら村
大だ

い
し志
さ
ん
（
南
比
都
佐
）
が

「
宣
誓
書
」
を
読
み
上
げ
ら
れ
、
消
防
業
務
の
遂
行
を
誓
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
は
入
退
団
式
終
了
後
、
日
野
消
防
署

で
基
礎
訓
練
お
よ
び
車
両
誘
導
訓
練
を
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
団
員
の
皆
さ

ん
は
昼
夜
を
問
わ
ず
発

生
す
る
火
災
や
各
種
災

害
か
ら
、
地
域
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

す
。

　
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

の
日
ご
ろ
か
ら
の
消
防

団
活
動
が
、
地
域
の
防

災
力
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　総
務
課
　総
務
担
当

�

☎ 

0
7
4
8-

5
2-

6
5
0
0
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まちのわだい 

　
今
回
は
、
日
野
町
以
外
に
住
ん
で
い

る
人
の
日
野
町
民
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
ほ

ぼ
日
野
町
民
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ

た
、
N
P
O
法
人
日
野
ま
ち
つ
な
ぐ
研

究
所
（
日
野
ラ
ボ
）
の
ト
ム
・
ヴ
ィ
ン

セ
ン
ト
さ
ん
、
川か

わ
む
ら村

の
り
子こ

さ
ん
（
日

野
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ほ
ぼ
日
野
町
民
の
会
」に
つ
い
て

　「
日
野
町
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
遊
び
に

き
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
日
野
町

に
住
ん
で
い
な
い
人
の
情
報
サ
イ
ト
と

し
て
「
ほ
ぼ
日
野
町
民
の
会
」
を
立
ち

上
げ
ら
れ
、
１
月
30
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
方
に

は
、
町
の
情
報
の
発
信
や
、
特
別
企
画

を
行
う
予
定
で
、
取
材
時
の
３
月
中
旬

の
会
員
数
は
、
約
２
２
０
名
で
す
。

　
川
村
さ
ん
は
、「
ゆ
く
ゆ
く
の
夢
と
し

て
、
ほ
ぼ
日
野
町
民
の
会
で
つ
な
が
っ

た
人
た
ち
と
実
際
に
日
野
町
で
何
か
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
日
野
町
の
最

大
の
魅
力
は
、„
人„

。
そ
ん
な
日
野
町

の
人
と
触
れ
合
っ
て
日
野
町
の
魅
力
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
町
民
で
な
い
方
も
、

日
野
町
を
訪
ね
た
日
か
ら
町
民
の
よ
う

に
歓
迎
さ
れ
、
自
分
の
町
の
よ
う
に
楽

し
く
過
ご
せ
る
日
野
町
で
あ
っ
た
ら
い

い
な
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
野
町
ら
し
さ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
近
江
日
野
商

人
の
目
と
口
に

「
ひ
」「
の
」
の
文

字
が
隠
れ
て
い
る

ほ
ぼ
日
野
町
民
の

会
の
ロ
ゴ
は
、
東

京
の
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
手
掛
け
て

い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
販
売
中
の
ほ
ぼ
日

野
町
民
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
加
盟
店
に

訪
ね
た
際
に
提
示
す
る
と
、「
お
か
え

り
」
と
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
り
、『
魔

法
』
が
起
き
た
り
す
る
そ
う
で
す
。（
※

色
違
い
の
日
野
町
民
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

は
対
象
外
）

　日野町在住の方は、ほぼ
日野町民の会には入会でき
ませんが、メーリングリス
トをお申し込みいただくと、
不定期に、イベント情報な
どのお知らせが届きます。

町内の加盟店（無料）も募集中！町内の加盟店（無料）も募集中！
興味がある方は「info@hinolab.org」宛に

連絡をお願いします。

近
江
日
野
町
以
外
に

住
ん
で
い
る
人
の

日
野
町
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

「
ほ
ぼ
日
野
町
民
の
会
」

発 見発 見

会員登録（無料）
ほぼ日野町民の会
ホームページ

西
大
路
小
学
校
３
年
生

「
名
人
に
弟
子
入
り
発
表
会
」

日
野
高
カ
フ
ェ
＠
H
o
m
e

「
一
般
社
団
法
人

こ
う
け
ん
舎
へ
の
贈
呈
式
」

　
３
月
４
日（
火
）、西
大
路
公
民
館
で
、西
大
路
小
学

校
３
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
行
っ
た「
名
人

に
弟
子
入
り
」の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、児
童
た
ち
が

作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
資
料
を
投
影
し
な
が
ら
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

　
西
大
路
下し

も
ぐ
み組
祭ま

つ
り

囃ば
や
し子
保ほ

ぞ
ん存
会か

い

に
弟
子
入
り
し
た「
祭

囃
子
」グ
ル
ー
プ
は「
バ
カ
バ
ヤ
シ
」の
演
奏
、日
野
の

伝
統
料
理
を
継
承
す
る
会
に
弟
子
入
り
し
た「
伝
統
料

理
」グ
ル
ー
プ
は
さ
つ
ま
い
も
ご
は
ん
の
作
り
方
を
歌

に
し
て
披
露
、か
ぎ
や
菓
子
舗
に
弟
子
入
り
し
た「
和

菓
子
」グ
ル
ー
プ
は
調
理
中
の
写
真
を
紹
介
す
る
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は「
名
人
」の
皆
さ
ん
、保
護
者
や
地
域
の
方

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、児
童
た
ち
の
発
表
を
称
賛
し
ま

し
た
。

　
３
月
10
日（
月
）、「
な
な
い
ろ
」
の
日
替
店
主
カ
フ
ェ
を

運
営
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
こ
う
け
ん
舎
に
、
日
野
高

カ
フ
ェ
＠
H
o
m
e
が
、
カ
フ
ェ
の
収
益
金
で
購
入
し
た

「
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
」
と
「
ト
ー
ス
タ
ー
」
を
寄
贈
す
る

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
野
高
カ
フ
ェ
＠
H
o
m
e

で
は
、
滋
賀
県
立
日
野
高
等
学
校
の
生
徒
が
日
野
駅
観
光

案
内
交
流
施
設
「
な
な
い
ろ
」
で
、
日
替
わ
り
カ
フ
ェ
と

し
て
出
店
し
、
運
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
贈
品
は
、
今
後
日
替
わ
り
出
店
者
の
皆
さ
ん
が
活
用

さ
れ
ま
す
。
こ
う
け
ん
舎
の
西に

し
づ
か塚
さ
ん
は
「
ト
ー
ス
タ
ー

は
カ
フ
ェ
や
ラ
ン
チ
を
さ
れ
る
店
主
に
重
宝
さ
れ
ま
す
。

ま
た
掃
除
機
で
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
な
な
い
ろ
へ
訪

れ
る
方
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

名人さんありがとう♡

観光案内交流施設
なないろホームページ

ぜひお立ち寄りくださ
い♪

農作物が豊かに実りま
すように

川村のり子 さん

トム・ヴィンセント さん

４
月
４
日（
金
）、
日ひ

え枝
神
社
（
大
窪
）
で
春
の
大
例
祭

「
南
山
王
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
12
年
に
滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た

「
日
野
の
ホ
イ
ノ
ボ
リ
」
の
行
事
の
う
ち
、
最
も
多
く
の
ホ

イ
ノ
ボ
リ
が
奉
納
さ
れ
る
の
が
「
南
山
王
祭
」
で
す
。「
ホ

イ
ノ
ボ
リ
」
と
は
、
竹
を
細
長
く
割
っ
た
竹
ひ
ご
に
白
や

ピ
ン
ク
の
薄
紙
を
花
の
よ
う
に
つ
け
た
「
ホ
イ
」
を
、
幟

の
ぼ
り

の
先
か
ら
し
だ
れ
桜
の
よ
う
に
垂
ら
し
た
も
の
で
す
。
竹

ひ
ご
は
48
本
あ
り
、
先
に
作
成
し
た
約
1
，5
0
0
個
の

「
ホ
イ
」
の
軸
を
挟
み
な
が
ら
緑
色
の
紙
を
巻
い
て
作
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

今
回
も
、
多
く
の
ホ
イ
ノ
ボ
リ
が
五ご

こ
く穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
祈
願
し

て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
イ
ノ
ボ
リ
の
下
で
は
、
地
元
の

方
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
お
弁
当
や
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

春
の
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
の

　
　
　
　
　
　「
南み

な
み

山さ
ん
の
う王

祭ま
つ
り

」

令
和
７
年
度

 

日
野
町
消
防
団

�

入
退
団
・
昇
任
式
を
開
催

地
域
を
守
る
消
防
団

地
域
を
守
る
消
防
団

　
4
月
5
日（
土
）、
日
野
消
防
署
で
令
和
７
年
度
日
野
町
消

防
団
入
退
団
・
昇
任
式
が
行
わ
れ
、
退
団
者
23
名
、
入
団
者

23
名
、
昇
任
者
６
名
の
辞
令
交
付
、
感
謝
状
授
与
等
が
厳
粛

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
を
代
表
し
、
岸き

し
む
ら村

大だ
い
し志

さ
ん
（
南
比
都
佐
）
が

「
宣
誓
書
」
を
読
み
上
げ
ら
れ
、
消
防
業
務
の
遂
行
を
誓
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
は
入
退
団
式
終
了
後
、
日
野
消
防
署

で
基
礎
訓
練
お
よ
び
車
両
誘
導
訓
練
を
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
団
員
の
皆
さ

ん
は
昼
夜
を
問
わ
ず
発

生
す
る
火
災
や
各
種
災

害
か
ら
、
地
域
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

す
。

　
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

の
日
ご
ろ
か
ら
の
消
防

団
活
動
が
、
地
域
の
防

災
力
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　総
務
課
　総
務
担
当

�

☎ 

0
7
4
8-

5
2-

6
5
0
0
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連
載
②
日
本
発
祥
！「
軟
式
野
球
」の
魅
力
と
は

　
プ
ロ
野
球
な
ど
で
お
な
じ
み
の
硬
式
野
球
と
、
軟
式
野
球
の
大
き
な

違
い
は“

ボ
ー
ル”

で
す
。
ゴ
ム
製
の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
は
、
中
が
空

洞
で
変
形
し
や
す
い
た
め
遠
く
に
は
飛
び
に
く
く
、
跳
ね
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
の
特
徴
を
生
か
し
、“

ど
こ
に
、
ど
の

よ
う
に
打
つ
の
か”

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
野
球
」
の
大
き
な
魅
力
は
最
後
の
ア
ウ
ト
を
取
る
ま
で
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
昨
年
11
月
に
日
野
町
大
谷
公
園

野
球
場
で
開
催
し
た
国
ス
ポ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、
両
チ
ー
ム
無

得
点
の
な
か
９
回
に
得
点
が
入

り
、
一
気
に
勝
敗
が
つ
い
た
試

合
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
試

合
も
接
戦
が
多
く
、「
１
点
の
重

み
」
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

さ
ら
に
、
一
般
的
に
飛
び
に
く

い
と
さ
れ
る
軟
式
ボ
ー
ル
で
す

が
、
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
飛
び

出
す
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
軟
式
野
球
な
ら
で
は
の
戦
術

と
、
選
手
た
ち
の
熱
戦
は
見
ご

た
え
十
分
で
す
！
大
会
当
日
は
、

競
技
会
場
の
大
谷
公
園
野
球
場

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

リハーサル大会
（第28回西日本軟式野球選手権大会）の様子

◆ 

池い
け
う
ち内 

ち
ゑ
さ
ん
（
西
大
路
）

　
２
月
27
日
に
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
お
祝
い

に
伺
い
ま
し
た
。

　
池
内
さ
ん
は
町
内
で
生
ま
れ
育
ち
、

夫
婦
で
農
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
畑
仕
事
は
５
年
ほ
ど
前
ま
で
、
長

年
ず
っ
と
続
け
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　
現
在
は
施
設
に
入
所
さ
れ
、
新
聞
を

読
む
な
ど
し
て
穏
や
か
に
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
事
も
好
き
嫌
い
な
く
召
し

上
が
り
、
体
調
が
悪
く
な
け
れ
ば
残
さ
ず
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣
を
伺
う
と
「
な
ん
に
も
な
い
、
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
感
極
ま
っ
て
目
に
涙
を
浮
か
べ
ら

れ
る
場
面
も
あ
り
、「
や
っ
ぱ
り
家
族
で
す
」「
こ
こ
（
施
設
）
で
よ

く
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た
い
」と
ご
家
族
や
施
設
の
職
員
の
方
々

に
向
け
て
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆ 

に
し
か
わ川

　幸ゆ
き
お雄

さ
ん
（
西
桜
谷
）

　
３
月
24
日
に
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
体
を
大
切
に
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳

　 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　長
寿
福
祉
課
　高
齢
者
福
祉
介
護
担
当

�

☎ 
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◆問い合わせ先　企画振興課　企画人権担当　☎ 0748-52-6552

　ヒノジン10人目は、鎌掛地区を
拠点に活動する陶芸家の竹

た け む ら

村嘉
よ し ぞ う

造さ
ん（鎌掛）です。
　現在日野で取り組んでいることや
日野町の魅力について語っていただ
きました。

　ヒノジン11人目は、古民家ギャ
ラリーカフェを経営されている林

はやし

武
た け し

司さん、教
の り こ

子さん（西桜谷）です。
　古民家との出会いから現在に至る
までのお話や今後の夢などについて
語っていただきました。

　ヒノジン12人目は、町内の動物
病院で院長をされている原

は ら だ

田拓
た く や

哉さ
ん（東桜谷）にお話を伺いました。
　日野町の好きなところや地域の方
との関わりについて語っていただき
ました。

　日野町の魅力をより広く、多くの町内外の人に伝え移住促進を図るため、日野町n
ノ ー ト

ote
にて「ヒノジン」を公開しています。「ヒノジン」では、日野町で活躍する人の暮らしや 
仕事、地域での活動を通して、日野町がどんな町か、そこで暮らす人がどこに町の 
魅力を感じているのか、それぞれの目を通した「日野町」を紹介しています。

▲日野町
公式 note
「ヒノジン」

＼
日
野
町
の
国
ス
ポ
／

情
報
は
こ
ち
ら

日野町では
10月4日(土)・5日(日)に
軟式野球競技を開催します

◆
問
い
合
わ
せ
先
　国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
推
進
室（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
6

町ホームページ

こ
の
連
載
で
は
毎
月
、

国
ス
ポ
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す

　満み
つ

 だ

 

田

　久ひ
さ
か
ず和 

さ
ん

 

（
ひ
の
き
薬
局
）

　
満
田
さ
ん
は
、
平
成
25
年
か
ら
保

険
医
・
薬
剤
師
代
表
の
日
野
町
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委
員
と
し

て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
、
長
年

に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
事
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ご
功

績
に
よ
り
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

滋
賀
県
国
民
健
康
保
険

�
団
体
連
合
会

　理
事
長
表
彰
を
受
賞

　
３
月
12
日（
水
）、
株
式
会
社
セ
イ
ノ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
（
代
表
取

締
役
社
長 

井い
は
ら原
拓た

く

）
様
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社

は
、
岐
阜
県
大
垣
市
に
本

社
を
構
え
、
日
野
第
１
工

業
団
地
に
あ
る
滋
賀
工
場

で
は
、
タ
イ
ヤ
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
ご
寄

付
は
、
日
野
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
企
業
名
・
寄
付
金
額
】

　
企
業
名
　
　
　
株
式
会
社
セ
イ
ノ
ー
マ
テ
リ
ア
ル

　
本
社
所
在
地
　
岐
阜
県
大
垣
市
赤
坂
町
1
0
1
番
地

　
寄
附
金
額
　
　
1
0
0
万
円

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
企
業
が
寄
付
に
よ
り
社
会
へ
の
貢
献
や
ま

ち
づ
く
り
へ
の
応
援
を
し
て
く
だ
さ
る
制
度
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　企
画
振
興
課
　企
画
人
権
担
当

�

☎ 
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

株
式
会
社
セ
イ
ノ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
様
か
ら

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
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連
載
②
日
本
発
祥
！「
軟
式
野
球
」の
魅
力
と
は

　
プ
ロ
野
球
な
ど
で
お
な
じ
み
の
硬
式
野
球
と
、
軟
式
野
球
の
大
き
な

違
い
は“

ボ
ー
ル”

で
す
。
ゴ
ム
製
の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
は
、
中
が
空

洞
で
変
形
し
や
す
い
た
め
遠
く
に
は
飛
び
に
く
く
、
跳
ね
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
の
特
徴
を
生
か
し
、“

ど
こ
に
、
ど
の

よ
う
に
打
つ
の
か”

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
野
球
」
の
大
き
な
魅
力
は
最
後
の
ア
ウ
ト
を
取
る
ま
で
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
昨
年
11
月
に
日
野
町
大
谷
公
園

野
球
場
で
開
催
し
た
国
ス
ポ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、
両
チ
ー
ム
無

得
点
の
な
か
９
回
に
得
点
が
入

り
、
一
気
に
勝
敗
が
つ
い
た
試

合
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
試

合
も
接
戦
が
多
く
、「
１
点
の
重

み
」
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

さ
ら
に
、
一
般
的
に
飛
び
に
く

い
と
さ
れ
る
軟
式
ボ
ー
ル
で
す

が
、
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
飛
び

出
す
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
軟
式
野
球
な
ら
で
は
の
戦
術

と
、
選
手
た
ち
の
熱
戦
は
見
ご

た
え
十
分
で
す
！
大
会
当
日
は
、

競
技
会
場
の
大
谷
公
園
野
球
場

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

リハーサル大会
（第28回西日本軟式野球選手権大会）の様子

◆ 

池い
け
う
ち内 

ち
ゑ
さ
ん
（
西
大
路
）

　
２
月
27
日
に
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
お
祝
い

に
伺
い
ま
し
た
。

　
池
内
さ
ん
は
町
内
で
生
ま
れ
育
ち
、

夫
婦
で
農
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
畑
仕
事
は
５
年
ほ
ど
前
ま
で
、
長

年
ず
っ
と
続
け
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　
現
在
は
施
設
に
入
所
さ
れ
、
新
聞
を

読
む
な
ど
し
て
穏
や
か
に
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
事
も
好
き
嫌
い
な
く
召
し

上
が
り
、
体
調
が
悪
く
な
け
れ
ば
残
さ
ず
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣

を
伺
う
と
「
な
ん
に
も
な
い
、
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
感
極
ま
っ
て
目
に
涙
を
浮
か
べ
ら

れ
る
場
面
も
あ
り
、「
や
っ
ぱ
り
家
族
で
す
」「
こ
こ
（
施
設
）
で
よ

く
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た
い
」と
ご
家
族
や
施
設
の
職
員
の
方
々

に
向
け
て
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆ 

に
し
か
わ川

　幸ゆ
き
お雄

さ
ん
（
西
桜
谷
）

　
３
月
24
日
に
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
体
を
大
切
に
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳

　 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　長
寿
福
祉
課
　高
齢
者
福
祉
介
護
担
当

�

☎ 

0
7
4
8-

5
2-

6
5
0
1

◆問い合わせ先　企画振興課　企画人権担当　☎ 0748-52-6552

　ヒノジン10人目は、鎌掛地区を
拠点に活動する陶芸家の竹

た け む ら

村嘉
よ し ぞ う

造さ
ん（鎌掛）です。
　現在日野で取り組んでいることや
日野町の魅力について語っていただ
きました。

　ヒノジン11人目は、古民家ギャ
ラリーカフェを経営されている林

はやし

武
た け し

司さん、教
の り こ

子さん（西桜谷）です。
　古民家との出会いから現在に至る
までのお話や今後の夢などについて
語っていただきました。

　ヒノジン12人目は、町内の動物
病院で院長をされている原

は ら だ

田拓
た く や

哉さ
ん（東桜谷）にお話を伺いました。
　日野町の好きなところや地域の方
との関わりについて語っていただき
ました。

　日野町の魅力をより広く、多くの町内外の人に伝え移住促進を図るため、日野町n
ノ ー ト

ote
にて「ヒノジン」を公開しています。「ヒノジン」では、日野町で活躍する人の暮らしや 
仕事、地域での活動を通して、日野町がどんな町か、そこで暮らす人がどこに町の 
魅力を感じているのか、それぞれの目を通した「日野町」を紹介しています。

▲日野町
公式 note
「ヒノジン」

＼
日
野
町
の
国
ス
ポ
／

情
報
は
こ
ち
ら

日野町では
10月4日(土)・5日(日)に
軟式野球競技を開催します

◆
問
い
合
わ
せ
先
　国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
推
進
室（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
6

町ホームページ

こ
の
連
載
で
は
毎
月
、

国
ス
ポ
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す

　満み
つ

 だ

 

田

　久ひ
さ
か
ず和 

さ
ん

 

（
ひ
の
き
薬
局
）

　
満
田
さ
ん
は
、
平
成
25
年
か
ら
保

険
医
・
薬
剤
師
代
表
の
日
野
町
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委
員
と
し

て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
、
長
年

に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
事
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ご
功

績
に
よ
り
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

滋
賀
県
国
民
健
康
保
険

�

団
体
連
合
会

　理
事
長
表
彰
を
受
賞

　
３
月
12
日（
水
）、
株
式
会
社
セ
イ
ノ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
（
代
表
取

締
役
社
長 

井い
は
ら原
拓た

く

）
様
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社

は
、
岐
阜
県
大
垣
市
に
本

社
を
構
え
、
日
野
第
１
工

業
団
地
に
あ
る
滋
賀
工
場

で
は
、
タ
イ
ヤ
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
ご
寄

付
は
、
日
野
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
企
業
名
・
寄
付
金
額
】

　
企
業
名
　
　
　
株
式
会
社
セ
イ
ノ
ー
マ
テ
リ
ア
ル

　
本
社
所
在
地
　
岐
阜
県
大
垣
市
赤
坂
町
1
0
1
番
地

　
寄
附
金
額
　
　
1
0
0
万
円

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
企
業
が
寄
付
に
よ
り
社
会
へ
の
貢
献
や
ま

ち
づ
く
り
へ
の
応
援
を
し
て
く
だ
さ
る
制
度
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　企
画
振
興
課
　企
画
人
権
担
当

�

☎ 

0
7
4
8-

5
2-

6
5
5
2

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

株
式
会
社
セ
イ
ノ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
様
か
ら

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
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◆問い合わせ先　消費生活相談窓口（交通環境政策課内）　☎ 0748-52-2500

　ごみの減量化とリサイクルの推進を図るため、古紙やアルミ
缶などをはじめ、自転車や蛍光管、二次電池などの扱いの難し
いものの拠点回収を実施しています。拠点の活動時間内であれ
ばいつでも持ちこむことができます。
　ご家庭で不要な資源が出た場合は、ぜひ拠点回収をご活用く
ださい。

日野町役場
●回収対象
　白色トレイ、紙パック（よく洗ったもの）
　使用済み小型家電(28㎝×17.5㎝未満)
　廃蛍光管(水銀体温計を含む)
　自転車、使用済乾電池
　コイン電池・ボタン電池
　(テープで覆ったもの)
　小型充電式電池
　(端子部分をテープで覆ったもの)
　※�二次電池（コイン電池、小型充電式電池）は、各地
区公民館でも回収しています。

●回収日時
　月曜日～金曜日(祝日を除く)
　8：30�～�17：15
●問い合わせ先
　交通環境政策課までお問い合わせください。

わたむきの里エコドーム
●回収対象
　古紙(新聞紙、段ボール、雑誌)、衣類
　スチール缶、アルミ缶、ビン
　ペットボトル(キャップも可)
　廃食油、ＣＤ、ＤＶＤ
　白色トレイ、紙パック（よく洗ったもの）
　使用済み小型家電(28㎝×17.5㎝未満)
　廃蛍光管(水銀体温計を含む)
　自転車、使用済乾電池
　コイン電池・ボタン電池(テープで覆ったもの)
　小型充電式電池(端子部分をテープで覆ったもの)
●回収日時
　毎週火曜日～日曜日(月曜日は休み)
　9：00�～�17：00
●問い合わせ先
　日野町上野田805番地�
　わたむきの里エコドーム
　☎0748-53-1061

日野町ごみゼロ大作戦
～ わたＳ

し が

ＨＩＧＡ輝く国スポ
100日前クリーンアップ運動 ～

●と　　き　６月１日（日）８：30から受付
●集合場所　大谷公園周辺

国道307号沿いなどで清掃活動を行います。
詳細は後日、新聞折込チラシで案内します。
皆さまのご参加をお待ちしています。

◆問い合わせ先　交通環境政策課　環境政策担当　☎ 0748-52-6578

新
た
な
資
源
に

生
ま
れ

変
わ
り
ま
す

リサイクルにリサイクルに
取り組みませんか？取り組みませんか？

　毎年５月は「消費者月間」として、全国で消費者問題に関す
る啓発・教育等の事業が集中的に実施されています。今年度の
消費者月間統一テーマは「明日の地球を救うため、消費者
にできること　グリーン志向消費～どのグリーンにす
る？～」です。
　皆さんも消費者月間を契機に、エシカル消費や消費者問題な
ど、私たちの暮らしや消費者の役割について考えてみませんか。

【エシカル消費とは？】
　エシカル（倫理的）消費とは、人や社会、環
境に配慮したモノやサービスを選択する消費
行動のことをいいます。滋賀県では、オリジ
ナルのエシカル消費啓発冊子「やってみよう！
エシカル消費」を作成されていますので、ぜひご覧ください。

今年度の統一テーマでもあるグリーン志向の消費行動を始めるため、今年度の統一テーマでもあるグリーン志向の消費行動を始めるため、
買い物の10原則を紹介します！買い物の10原則を紹介します！

①必要なものを必要なだけ買う
②使い捨て商品ではなく、長く使えるものを選ぶ
③�容器や包装はないものを優先し、次に最小限のもの、�
容器は再使用できるものを選ぶ
④作るとき、買うとき、捨てるときに、�
　資源とエネルギー消費の少ないものを選ぶ
⑤化学物質による環境汚染と健康への影響の少ないものを選ぶ
⑥自然と生物多様性をそこなわないものを選ぶ
⑦近くで生産・製造されたものを選ぶ
⑧作る人に公正な分配が保証されるものを選ぶ
⑨リサイクルされたもの、リサイクルシステムの�
　あるものを選ぶ
⑩環境問題に熱心に取り組み、環境情報を公開している�
　メーカーや店を選ぶ�

　10原則をすべて当てはめて買い物をすることは難しいかもしれませんが、できること
から一つ一つを意識して、実行していくことで、環境や社会を変えていく原動力につなが
ります。

◆消費者月間にあわせて、特殊詐欺、消費者トラブルに関するパネル展示を行います
【と　き】　５月９日（金）～23日（金）　　　【ところ】　町立図書館

５月は

です！

県ホームページ

消費者月間

わたむきの里福祉会
ホームページ
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◆問い合わせ先　消費生活相談窓口（交通環境政策課内）　☎ 0748-52-2500

　ごみの減量化とリサイクルの推進を図るため、古紙やアルミ
缶などをはじめ、自転車や蛍光管、二次電池などの扱いの難し
いものの拠点回収を実施しています。拠点の活動時間内であれ
ばいつでも持ちこむことができます。
　ご家庭で不要な資源が出た場合は、ぜひ拠点回収をご活用く
ださい。

日野町役場
●回収対象
　白色トレイ、紙パック（よく洗ったもの）
　使用済み小型家電(28㎝×17.5㎝未満)
　廃蛍光管(水銀体温計を含む)
　自転車、使用済乾電池
　コイン電池・ボタン電池
　(テープで覆ったもの)
　小型充電式電池
　(端子部分をテープで覆ったもの)
　※�二次電池（コイン電池、小型充電式電池）は、各地
区公民館でも回収しています。

●回収日時
　月曜日～金曜日(祝日を除く)
　8：30�～�17：15
●問い合わせ先
　交通環境政策課までお問い合わせください。

わたむきの里エコドーム
●回収対象
　古紙(新聞紙、段ボール、雑誌)、衣類
　スチール缶、アルミ缶、ビン
　ペットボトル(キャップも可)
　廃食油、ＣＤ、ＤＶＤ
　白色トレイ、紙パック（よく洗ったもの）
　使用済み小型家電(28㎝×17.5㎝未満)
　廃蛍光管(水銀体温計を含む)
　自転車、使用済乾電池
　コイン電池・ボタン電池(テープで覆ったもの)
　小型充電式電池(端子部分をテープで覆ったもの)
●回収日時
　毎週火曜日～日曜日(月曜日は休み)
　9：00�～�17：00
●問い合わせ先
　日野町上野田805番地�
　わたむきの里エコドーム
　☎0748-53-1061

日野町ごみゼロ大作戦
～ わたＳ

し が

ＨＩＧＡ輝く国スポ
100日前クリーンアップ運動 ～

●と　　き　６月１日（日）８：30から受付
●集合場所　大谷公園周辺

国道307号沿いなどで清掃活動を行います。
詳細は後日、新聞折込チラシで案内します。
皆さまのご参加をお待ちしています。

◆問い合わせ先　交通環境政策課　環境政策担当　☎ 0748-52-6578

新
た
な
資
源
に

生
ま
れ

変
わ
り
ま
す

リサイクルにリサイクルに
取り組みませんか？取り組みませんか？

　毎年５月は「消費者月間」として、全国で消費者問題に関す
る啓発・教育等の事業が集中的に実施されています。今年度の
消費者月間統一テーマは「明日の地球を救うため、消費者
にできること　グリーン志向消費～どのグリーンにす
る？～」です。
　皆さんも消費者月間を契機に、エシカル消費や消費者問題な
ど、私たちの暮らしや消費者の役割について考えてみませんか。

【エシカル消費とは？】
　エシカル（倫理的）消費とは、人や社会、環
境に配慮したモノやサービスを選択する消費
行動のことをいいます。滋賀県では、オリジ
ナルのエシカル消費啓発冊子「やってみよう！
エシカル消費」を作成されていますので、ぜひご覧ください。

今年度の統一テーマでもあるグリーン志向の消費行動を始めるため、今年度の統一テーマでもあるグリーン志向の消費行動を始めるため、
買い物の10原則を紹介します！買い物の10原則を紹介します！

①必要なものを必要なだけ買う
②使い捨て商品ではなく、長く使えるものを選ぶ
③�容器や包装はないものを優先し、次に最小限のもの、�
容器は再使用できるものを選ぶ
④作るとき、買うとき、捨てるときに、�
　資源とエネルギー消費の少ないものを選ぶ
⑤化学物質による環境汚染と健康への影響の少ないものを選ぶ
⑥自然と生物多様性をそこなわないものを選ぶ
⑦近くで生産・製造されたものを選ぶ
⑧作る人に公正な分配が保証されるものを選ぶ
⑨リサイクルされたもの、リサイクルシステムの�
　あるものを選ぶ
⑩環境問題に熱心に取り組み、環境情報を公開している�
　メーカーや店を選ぶ�

　10原則をすべて当てはめて買い物をすることは難しいかもしれませんが、できること
から一つ一つを意識して、実行していくことで、環境や社会を変えていく原動力につなが
ります。

◆消費者月間にあわせて、特殊詐欺、消費者トラブルに関するパネル展示を行います
【と　き】　５月９日（金）～23日（金）　　　【ところ】　町立図書館

５月は

です！
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軽
自
動
車
の
車
検（
継
続
検
査
）時

軽
自
動
車
の
車
検（
継
続
検
査
）時

納
税
証
明
書
の
提
出
は
原
則
不
要

納
税
証
明
書
の
提
出
は
原
則
不
要
で
す
で
す

　
現
在
、
軽
自
動
車
税
の
車
両
ご
と
の
納
付
状
況
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
で
き
る
軽

自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
（
軽
Ｊジ

ェ
ン
ク
ス

Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
軽
自
動
車
の
車
検
（
継
続
検
査
）
時
に
納
税
証
明
書
の
提
出
が
原
則

不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
次
に
該
当
す
る
車
両
は
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
役
場
税
務
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
手
数
料
無
料
）。
申
請
に
は
車
の
標
識
番
号
と
車
台
番
号
の

下
４
桁
の
記
入
が
必
要
で
す
。

車
検
時
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合

・�

軽
自
動
車
税
を
納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
場
合
（
軽
J
N
K
S
の
シ
ス

テ
ム
に
反
映
す
る
ま
で
３
週
間
ほ
ど
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

・
他
の
市
区
町
村
へ
引
っ
越
し
さ
れ
た
直
後
に
車
検
を
受
け
る
場
合

・
中
古
車
購
入
直
後
の
場
合

・�

車
検
を
受
け
る
車
両
に
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
（
未
納
分
を
納
付

後
、
納
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
す
）

＊�

以
上
の
理
由
に
該
当
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
軽
J
N
K
S
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
場
合
な
ど
、
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
令
和
６
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書
の
送
付
を
廃
止
し
ま
し
た
。

＊
軽
J
N
K
S
の
詳
細
は
、
地
方
税
共
同
機
構

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）のの
減
免
減
免
に
つ
い
て

に
つ
い
て

　
４
月
１
日
現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
お
よ
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方
の
う
ち
、
一
定
級
以
上
の
障
害
を
有
す

る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自

転
車
含
む
）
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
必
要
書
類
を

そ
ろ
え
て
役
場
税
務
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

①�

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か

②�

運
転
免
許
証
（
運
転
免
許
証
情
報
が
紐
づ

い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
可
）

③�

自
動
車
検
査
証
（
４
月
１
日
現
在
、
使
用

者
お
よ
び
所
有
者
欄
に
登
録
が
あ
る
者
が

障
が
い
者
本
人
で
あ
る
こ
と
）

④�
納
税
通
知
書
・
納
付
書
（
５
月
上
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
の
方
は

納
付
書
が
あ
り
ま
せ
ん
）

⑤�

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
減
免
申
請
書

⑥�

生
計
同
一
・
常
時
介
護
証
明
書

　
※�

③
身
体
障
が
い
者
等
が
年
齢
18
歳
未
満

の
身
体
障
が
い
者
で
あ
る
場
合
ま
た
は

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
で
あ

る
場
合
に
は
身
体
障
が
い
者
等
と
生
計

を
一
に
す
る
者
の
所
有
す
る
軽
自
動
車

等
を
含
み
ま
す
。

　
※�

⑥
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
が
い
者
等
本

人
以
外
の
家
族
等
の
方
が
運
転
さ
れ
る

場
合
に
必
要
で
す
。

　
※�

⑤
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
お
よ
び
⑥

生
計
同
一
・
常
時
介
護
証
明
書
の
用
紙

は
税
務
課
で
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
な
お
、
前
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
た
方

で
、
そ
の
内
容
等
に
変
更
の
な
い
方
は
、「
軽

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
に
係
る
現
況

報
告
書
」（
税
務
課
よ
り
送
付
）
の
提
出
に

よ
り
継
続
し
て
減
免
申
請
が
で
き
ま
す
。（
郵

送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
）

　
詳
細
は
、
事
前
に
税
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
限

　
納
税
通
知
書
到
着
後
か
ら
５
月
26
日

（
月
）
ま
で
（
納
期
限
７
日
前
）

※�

土
日
祝
お
よ
び
受
付
期
限
後
の
申
請
は
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇 

戸
籍
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
記
載
さ
れ
る
ま
で

　
①�

改
正
戸
籍
法
の
施
行（
令
和
７
年
５
月
26
日
）

　
　�

　
戸
籍
の
氏
名
に
フ
リ
ガ
ナ
を
記
載
す
る
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
は
戸
籍

の
記
載
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

改
正
法
の
施
行
に
よ
り
新
た
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が

記
載
さ
れ
、
公
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
②�

記
載
さ
れ
る
予
定
の
フ
リ
ガ
ナ
の
通
知

　
　�

　
改
正
戸
籍
法
の
施
行
日
以
降
１
年
以
内（
令
和
７
年

５
月
26
日
か
ら
令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
）に
限
り
、

氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
届
出
が
受
理
さ
れ
れ
ば
、
届
け
出
た
氏
名
の
フ

リ
ガ
ナ
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　�

　
本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る

予
定
の
フ
リ
ガ
ナ
を
、
原
則
戸
籍
の
筆
頭
者
に
通
知

し
ま
す（
施
行
日
以
降
本
籍
地
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

日
野
町
が
本
籍
地
の
方
へ
は
８
月
上
旬
に
通
知
を
発

送
予
定
で
す
）。
誤
り
が
な
い
か
、
必
ず
内
容
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
　�

　
誤
り
が
あ
れ
ば
、
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　�

　
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
届
出
を
し
な
く
て
も
通
知
の

と
お
り
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
　
※�

通
知
書
は
戸
籍
単
位
で
郵
送
し
、
戸
籍
内
で
同
じ

住
所
の
人
は
１
通
に
つ
き
４
人
ま
で
記
載
さ
れ
ま

す
。
戸
籍
内
で
別
住
所
の
人
は
住
所
地
ご
と
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　
③
市
区
町
村
長
に
よ
る
フ
リ
ガ
ナ
の
記
載

　
　（
改
正
戸
籍
法
の
施
行
日
か
ら
１
年
後
）

　
　�

　
改
正
戸
籍
法
の
施
行
日
以
降
１
年
以
内
に
氏
名
の

フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
本
籍
地

の
市
区
町
村
長
が
管
轄
法
務
局
長
の
許
可
を
得
て
、

令
和
８
年
５
月
26
日
以
降
に
、
通
知
し
た
氏
名
の
フ

リ
ガ
ナ
を
戸
籍
に
記
載
し
ま
す（
こ
の
場
合
、
一
度
に

限
り
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
ご
自
身
の
届
出

に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）。
　

〇
具
体
的
な
届
出
の
方
法

　
①
届
出
が
で
き
る
方

　
　
●
氏
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
人

　
　
　�

　
原
則
と
し
て
戸
籍
の
筆
頭
者
が
単
独
で
届
け
出

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　�

　
筆
頭
者
が
除
籍
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
配

偶
者
、
そ
の
配
偶
者
も
除
籍
さ
れ
て
い
る
場
合
は

そ
の
子
が
届
出
人
に
な
り
ま
す
。

　
　
●
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
人

　
　
　�

　
す
で
に
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
そ
れ
ぞ

れ
届
出
人
に
な
り
ま
す
。

　
②
届
出
方
法

　
　
・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
・
市
区
町
村
窓
口

　
　
・
郵
送

　
※�

詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
住
民
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
1

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
収
納
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
0

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
住
民
税
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
0

地
方
税

共
同
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

日野 太郎
ヒ  ノ　  タ ロウ

戸
籍
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
記
載
さ
れ
ま
す

フ
リ
ガ
ナ
の
通
知
が
届
い
た
ら
、必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
！
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軽
自
動
車
の
車
検（
継
続
検
査
）時

軽
自
動
車
の
車
検（
継
続
検
査
）時

納
税
証
明
書
の
提
出
は
原
則
不
要

納
税
証
明
書
の
提
出
は
原
則
不
要
で
す
で
す

　
現
在
、
軽
自
動
車
税
の
車
両
ご
と
の
納
付
状
況
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
で
き
る
軽

自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
（
軽
Ｊジ

ェ
ン
ク
ス

Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
軽
自
動
車
の
車
検
（
継
続
検
査
）
時
に
納
税
証
明
書
の
提
出
が
原
則

不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
次
に
該
当
す
る
車
両
は
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
役
場
税
務
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
手
数
料
無
料
）。
申
請
に
は
車
の
標
識
番
号
と
車
台
番
号
の

下
４
桁
の
記
入
が
必
要
で
す
。

車
検
時
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合

・�

軽
自
動
車
税
を
納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
場
合
（
軽
J
N
K
S
の
シ
ス

テ
ム
に
反
映
す
る
ま
で
３
週
間
ほ
ど
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

・
他
の
市
区
町
村
へ
引
っ
越
し
さ
れ
た
直
後
に
車
検
を
受
け
る
場
合

・
中
古
車
購
入
直
後
の
場
合

・�

車
検
を
受
け
る
車
両
に
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
（
未
納
分
を
納
付

後
、
納
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
す
）

＊�

以
上
の
理
由
に
該
当
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
軽
J
N
K
S
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
場
合
な
ど
、
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
令
和
６
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書
の
送
付
を
廃
止
し
ま
し
た
。

＊
軽
J
N
K
S
の
詳
細
は
、
地
方
税
共
同
機
構

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）のの
減
免
減
免
に
つ
い
て

に
つ
い
て

　
４
月
１
日
現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
お
よ
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方
の
う
ち
、
一
定
級
以
上
の
障
害
を
有
す

る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自

転
車
含
む
）
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
必
要
書
類
を

そ
ろ
え
て
役
場
税
務
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

①�

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か

②�

運
転
免
許
証
（
運
転
免
許
証
情
報
が
紐
づ

い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
可
）

③�

自
動
車
検
査
証
（
４
月
１
日
現
在
、
使
用

者
お
よ
び
所
有
者
欄
に
登
録
が
あ
る
者
が

障
が
い
者
本
人
で
あ
る
こ
と
）

④�

納
税
通
知
書
・
納
付
書
（
５
月
上
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
の
方
は

納
付
書
が
あ
り
ま
せ
ん
）

⑤�

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
減
免
申
請
書

⑥�

生
計
同
一
・
常
時
介
護
証
明
書

　
※�

③
身
体
障
が
い
者
等
が
年
齢
18
歳
未
満

の
身
体
障
が
い
者
で
あ
る
場
合
ま
た
は

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
で
あ

る
場
合
に
は
身
体
障
が
い
者
等
と
生
計

を
一
に
す
る
者
の
所
有
す
る
軽
自
動
車

等
を
含
み
ま
す
。

　
※�

⑥
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
が
い
者
等
本

人
以
外
の
家
族
等
の
方
が
運
転
さ
れ
る

場
合
に
必
要
で
す
。

　
※�

⑤
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
お
よ
び
⑥

生
計
同
一
・
常
時
介
護
証
明
書
の
用
紙

は
税
務
課
で
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
な
お
、
前
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
た
方

で
、
そ
の
内
容
等
に
変
更
の
な
い
方
は
、「
軽

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
に
係
る
現
況

報
告
書
」（
税
務
課
よ
り
送
付
）
の
提
出
に

よ
り
継
続
し
て
減
免
申
請
が
で
き
ま
す
。（
郵

送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
）

　
詳
細
は
、
事
前
に
税
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
限

　
納
税
通
知
書
到
着
後
か
ら
５
月
26
日

（
月
）
ま
で
（
納
期
限
７
日
前
）

※�

土
日
祝
お
よ
び
受
付
期
限
後
の
申
請
は
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇 

戸
籍
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
記
載
さ
れ
る
ま
で

　
①�

改
正
戸
籍
法
の
施
行（
令
和
７
年
５
月
26
日
）

　
　�

　
戸
籍
の
氏
名
に
フ
リ
ガ
ナ
を
記
載
す
る
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
は
戸
籍

の
記
載
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

改
正
法
の
施
行
に
よ
り
新
た
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が

記
載
さ
れ
、
公
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
②�

記
載
さ
れ
る
予
定
の
フ
リ
ガ
ナ
の
通
知

　
　�

　
改
正
戸
籍
法
の
施
行
日
以
降
１
年
以
内（
令
和
７
年

５
月
26
日
か
ら
令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
）に
限
り
、

氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
届
出
が
受
理
さ
れ
れ
ば
、
届
け
出
た
氏
名
の
フ

リ
ガ
ナ
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　�

　
本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る

予
定
の
フ
リ
ガ
ナ
を
、
原
則
戸
籍
の
筆
頭
者
に
通
知

し
ま
す（
施
行
日
以
降
本
籍
地
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

日
野
町
が
本
籍
地
の
方
へ
は
８
月
上
旬
に
通
知
を
発

送
予
定
で
す
）。
誤
り
が
な
い
か
、
必
ず
内
容
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
　�

　
誤
り
が
あ
れ
ば
、
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　�

　
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
届
出
を
し
な
く
て
も
通
知
の

と
お
り
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
　
※�

通
知
書
は
戸
籍
単
位
で
郵
送
し
、
戸
籍
内
で
同
じ

住
所
の
人
は
１
通
に
つ
き
４
人
ま
で
記
載
さ
れ
ま

す
。
戸
籍
内
で
別
住
所
の
人
は
住
所
地
ご
と
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　
③
市
区
町
村
長
に
よ
る
フ
リ
ガ
ナ
の
記
載

　
　（
改
正
戸
籍
法
の
施
行
日
か
ら
１
年
後
）

　
　�

　
改
正
戸
籍
法
の
施
行
日
以
降
１
年
以
内
に
氏
名
の

フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
本
籍
地

の
市
区
町
村
長
が
管
轄
法
務
局
長
の
許
可
を
得
て
、

令
和
８
年
５
月
26
日
以
降
に
、
通
知
し
た
氏
名
の
フ

リ
ガ
ナ
を
戸
籍
に
記
載
し
ま
す（
こ
の
場
合
、
一
度
に

限
り
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
ご
自
身
の
届
出

に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）。
　

〇
具
体
的
な
届
出
の
方
法

　
①
届
出
が
で
き
る
方

　
　
●
氏
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
人

　
　
　�

　
原
則
と
し
て
戸
籍
の
筆
頭
者
が
単
独
で
届
け
出

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　�

　
筆
頭
者
が
除
籍
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
配

偶
者
、
そ
の
配
偶
者
も
除
籍
さ
れ
て
い
る
場
合
は

そ
の
子
が
届
出
人
に
な
り
ま
す
。

　
　
●
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
人

　
　
　�

　
す
で
に
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
そ
れ
ぞ

れ
届
出
人
に
な
り
ま
す
。

　
②
届
出
方
法

　
　
・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
・
市
区
町
村
窓
口

　
　
・
郵
送

　
※�

詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
住
民
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
1

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
収
納
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
0

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
住
民
税
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
0

地
方
税

共
同
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

日野 太郎
ヒ  ノ　  タ ロウ

戸
籍
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
記
載
さ
れ
ま
す

フ
リ
ガ
ナ
の
通
知
が
届
い
た
ら
、必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
！
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※令和７年度以降は推定値

令
和
７
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
率
を
引
き
上
げ
改
正
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険（
以
下
、

「
国
保
」と
い
う
）は
、
75
歳

を
迎
え
た
被
保
険
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
な
ど
、
被
保
険
者
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
医

療
の
高
度
化
や
長
期
化
に
よ

り
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
厳
し
い
運
営
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
被

保
険
者
の
皆
様
に
納
付
い
た

だ
く
保
険
税
に
つ
い
て
も
、

一
定
の
額
を
確
保
し
な
け
れ

ば
国
保
制
度
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
町
で
は
、
国
保
財
政
の
持

続
的
な
運
営
を
続
け
て
い
く

た
め
、
国
保
運
営
協
議
会
で

協
議
い
た
だ
い
た
結
果
を
受

け
、
令
和
７
年
度
か
ら
国
保

の
保
険
税
率
を
引
き
上
げ
改

正
し
ま
す
。

保
険
税
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
前
年
所
得
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
、
世
帯
で
合
算
し
て
、
世
帯
主（
納
税
義
務
者
）に

課
税
さ
れ
ま
す
。

医療分
（国保に加入する
すべての方）

後期高齢者支援金分
（国保に加入する
すべての方）

介護納付金分
（国保に加入する
40～64歳の方）

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

所得割
加入者の
所得金額（※）
に対して

6.40% 7.20% 2.90% 2.90% 2.15% 2.35%

均等割 加入者
１人当たり 21,000円 28,000円 10,000円 11,000円 10,500円 11,500円

平等割 １世帯
当たり 20,000円 20,000円 9,500円 8,500円 6,500円 6,500円

※�所得割額は、前年中の所得金額から基礎控除額の43万円を控除した額に税率をかけて
算出。

保険税率改正によるモデルケース
★夫婦（70歳代）　の２人世帯の場合
　夫：所得15万円（年金所得50万円、厚生年金収入160万円、雑所得（個人年金等）８万円）
　妻：所得０円（年金収入80万円）
　　� 《改正前》　� 《改正後》　� 《増減》　
　　　医療分� 71,600円� 86,800円� 15,200円
　　　後期高齢者支援金分� 33,850円� 34,850円� 1,000円
　　　介護納付金分� ０円� ０円� ０円　　
　　　合計（保険税額）� 105,450円� 121,650円� 16,200円
　　※上記の保険税額は、低所得世帯に対する軽減を反映していない金額です。

　
国
保
は
、
無
職
の
方
や
短
時
間
労
働
者
、

自
営
業
者
な
ど
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
な
い
人
を
対
象
と
し
て
い
る

た
め
、
他
の
健
康
保
険
と
比
べ
て
、
高
齢

者
や
低
所
得
者
の
加
入
割
合
が
高
い
と
い

う
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
医
療
費
は
医
療
の

高
度
化
、
長
期
化
に
よ
り
加
齢
と
と
も
に

高
く
な
り
、
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
大
き
く
増

加
し
て
い
ま
す
。

増
加
し
て
い
る
一
人
当
た
り
医

療
費
が
県
か
ら
示
さ
れ
る
標
準

保
険
料
率
上
昇
の
主
な
要
因

【
国
保
被
保
険
者
数
の
減
少
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
や
、

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
を
経
て
国
保
被

保
険
者
数
は
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
減

少
は
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
生
活
習
慣
病
の
増
加
】

　
長
期
療
養
を
必
要
と
す
る
が
ん
や
脳
・

心
臓
の
血
管
疾
患
な
ど
生
活
習
慣
病
の
患

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

【
医
療
技
術
の
進
歩
】

　
新
し
い
薬
な
ど
が
開
発
さ
れ
た
こ
と

で
、
治
療
に
か
か
る
費
用
も
増
え
て
い
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
財
政
の
持
続
的
な

運
営
の
た
め
に

　
国
保
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
大

切
な
制
度
で
す
。
納
め
ら
れ
た
保
険
税
は

国
保
運
営
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
と
な
り

ま
す
。

　
被
保
険
者
数
の
大
き
な
減
少
が
見
込
ま

れ
、
一
人
当
た
り
医
療
費
等
が
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
る
状
況
で
は
、
国
保
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
の
み
で
対
応
す
る

と
、
数
年
で
基
金
が
枯
渇
し
て
し
ま
う
状

況
で
あ
り
、
一
定
の
基
金
を
活
用
し
た
上

で
の
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
を
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
滋
賀
県
で
は
、

同
じ
所
得
、
同
じ
家
族
構
成
で
あ
れ
ば
、

県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
保
険
料

（
税
）と
な
る
よ
う
、
保
険
料
水
準
の
統
一

時
期
を
原
則
令
和
９（
２
０
２
７
）年
度
と

し
、
市
町
の
財
政
事
情
を
考
慮
し
令
和
11

（
２
０
２
９
）年
度
ま
で
の
移
行
期
間
を
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
一
定
の
基
金
を
活
用
し
つ
つ
、

で
き
る
限
り
変
動
の
少
な
い
、
な
だ
ら
か

な
税
率
の
引
き
上
げ
と
し
て
い
く
た
め
、

令
和
12（
２
０
３
０
）年
度
の
保
険
料
水
準

の
統
一
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
と
い
う
制
度

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課�

保
険
年
金
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

～
厳
し
さ
を
増
す
国
保
の
現
状
と
課
題
～

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
、

歯
科
検
診
な
ど
の
定
期
的
な
受
診
で

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
予
防
を

　
生
活
習
慣
病
の
中
に
は
、
自
覚
症
状
が
表
れ
な
い

ま
ま
進
行
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
が
ん
や
脳
・
心
臓
の
血
管
疾
患
な
ど
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
、
予
防
に
は
、
定
期
的
な
健（
検
）診
で

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
年

に
１
回
は
健（
検
）診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歯
周
病
は
動
脈
硬
化
を
進
行
さ

せ
る
な
ど
、
全
身
疾
患
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
、
医
療
費
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
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※令和７年度以降は推定値

令
和
７
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
率
を
引
き
上
げ
改
正
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険（
以
下
、

「
国
保
」と
い
う
）は
、
75
歳

を
迎
え
た
被
保
険
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
な
ど
、
被
保
険
者
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
医

療
の
高
度
化
や
長
期
化
に
よ

り
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
厳
し
い
運
営
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
被

保
険
者
の
皆
様
に
納
付
い
た

だ
く
保
険
税
に
つ
い
て
も
、

一
定
の
額
を
確
保
し
な
け
れ

ば
国
保
制
度
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
町
で
は
、
国
保
財
政
の
持

続
的
な
運
営
を
続
け
て
い
く

た
め
、
国
保
運
営
協
議
会
で

協
議
い
た
だ
い
た
結
果
を
受

け
、
令
和
７
年
度
か
ら
国
保

の
保
険
税
率
を
引
き
上
げ
改

正
し
ま
す
。

保
険
税
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
前
年
所
得
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
、
世
帯
で
合
算
し
て
、
世
帯
主（
納
税
義
務
者
）に

課
税
さ
れ
ま
す
。

医療分
（国保に加入する
すべての方）

後期高齢者支援金分
（国保に加入する
すべての方）

介護納付金分
（国保に加入する
40～64歳の方）

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

所得割
加入者の
所得金額（※）
に対して

6.40% 7.20% 2.90% 2.90% 2.15% 2.35%

均等割 加入者
１人当たり 21,000円 28,000円 10,000円 11,000円 10,500円 11,500円

平等割 １世帯
当たり 20,000円 20,000円 9,500円 8,500円 6,500円 6,500円

※�所得割額は、前年中の所得金額から基礎控除額の43万円を控除した額に税率をかけて
算出。

保険税率改正によるモデルケース
★夫婦（70歳代）　の２人世帯の場合
　夫：所得15万円（年金所得50万円、厚生年金収入160万円、雑所得（個人年金等）８万円）
　妻：所得０円（年金収入80万円）
　　� 《改正前》　� 《改正後》　� 《増減》　
　　　医療分� 71,600円� 86,800円� 15,200円
　　　後期高齢者支援金分� 33,850円� 34,850円� 1,000円
　　　介護納付金分� ０円� ０円� ０円　　
　　　合計（保険税額）� 105,450円� 121,650円� 16,200円
　　※上記の保険税額は、低所得世帯に対する軽減を反映していない金額です。

　
国
保
は
、
無
職
の
方
や
短
時
間
労
働
者
、

自
営
業
者
な
ど
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
な
い
人
を
対
象
と
し
て
い
る

た
め
、
他
の
健
康
保
険
と
比
べ
て
、
高
齢

者
や
低
所
得
者
の
加
入
割
合
が
高
い
と
い

う
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
医
療
費
は
医
療
の

高
度
化
、
長
期
化
に
よ
り
加
齢
と
と
も
に

高
く
な
り
、
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
大
き
く
増

加
し
て
い
ま
す
。

増
加
し
て
い
る
一
人
当
た
り
医

療
費
が
県
か
ら
示
さ
れ
る
標
準

保
険
料
率
上
昇
の
主
な
要
因

【
国
保
被
保
険
者
数
の
減
少
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
や
、

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
を
経
て
国
保
被

保
険
者
数
は
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
減

少
は
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
生
活
習
慣
病
の
増
加
】

　
長
期
療
養
を
必
要
と
す
る
が
ん
や
脳
・

心
臓
の
血
管
疾
患
な
ど
生
活
習
慣
病
の
患

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

【
医
療
技
術
の
進
歩
】

　
新
し
い
薬
な
ど
が
開
発
さ
れ
た
こ
と

で
、
治
療
に
か
か
る
費
用
も
増
え
て
い
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
財
政
の
持
続
的
な

運
営
の
た
め
に

　
国
保
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
大

切
な
制
度
で
す
。
納
め
ら
れ
た
保
険
税
は

国
保
運
営
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
と
な
り

ま
す
。

　
被
保
険
者
数
の
大
き
な
減
少
が
見
込
ま

れ
、
一
人
当
た
り
医
療
費
等
が
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
る
状
況
で
は
、
国
保
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
の
み
で
対
応
す
る

と
、
数
年
で
基
金
が
枯
渇
し
て
し
ま
う
状

況
で
あ
り
、
一
定
の
基
金
を
活
用
し
た
上

で
の
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
を
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
滋
賀
県
で
は
、

同
じ
所
得
、
同
じ
家
族
構
成
で
あ
れ
ば
、

県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
保
険
料

（
税
）と
な
る
よ
う
、
保
険
料
水
準
の
統
一

時
期
を
原
則
令
和
９（
２
０
２
７
）年
度
と

し
、
市
町
の
財
政
事
情
を
考
慮
し
令
和
11

（
２
０
２
９
）年
度
ま
で
の
移
行
期
間
を
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
一
定
の
基
金
を
活
用
し
つ
つ
、

で
き
る
限
り
変
動
の
少
な
い
、
な
だ
ら
か

な
税
率
の
引
き
上
げ
と
し
て
い
く
た
め
、

令
和
12（
２
０
３
０
）年
度
の
保
険
料
水
準

の
統
一
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
と
い
う
制
度

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課�

保
険
年
金
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

～
厳
し
さ
を
増
す
国
保
の
現
状
と
課
題
～

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
、

歯
科
検
診
な
ど
の
定
期
的
な
受
診
で

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
予
防
を

　
生
活
習
慣
病
の
中
に
は
、
自
覚
症
状
が
表
れ
な
い

ま
ま
進
行
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
が
ん
や
脳
・
心
臓
の
血
管
疾
患
な
ど
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
、
予
防
に
は
、
定
期
的
な
健（
検
）診
で

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
年

に
１
回
は
健（
検
）診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歯
周
病
は
動
脈
硬
化
を
進
行
さ

せ
る
な
ど
、
全
身
疾
患
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
、
医
療
費
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
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不不
ふふ

明明
めいめい

水水
すいすい

削減のご協力をお願いします！削減のご協力をお願いします！
　不明水とは下水道の桝

ます

や管に流れ込む雨水や地下水のことをいいます。町下水道は汚水と雨水を分ける
分流方式で処理することになっており、不明水が下水処理施設に多量に流れ込むと適正な処理ができなく
なる上、下水処理費用が増加してしまうことから、町では下水道管の調査や修繕などを行っています。
　不明水の原因は、汚水桝に誤って雨

あま

樋
どい

の接続をしている場合や、宅内桝や公共汚水桝が破損して雨水が
流入している可能性が考えられます。
　不明水削減のために汚水桝・雨樋のふたを開けて、ご確認ください。

◆問い合わせ先　上下水道課　下水道担当
　☎ 0748-52-6579

公共汚水桝が破損して
いる場合は、下記の番号
に連絡してください。

下水道のマスコットキャラクター
「スイスイ」

蒲生氏郷公顕彰会公認キャラクター
「がもにゃん」

※雨樋は接続※雨樋は接続
しないでください！しないでください！

個人管理個人管理 町管理町管理

日野町排水設備
指定工事店一覧

宅内の桝の修繕は指定工
事店に連絡して修繕をお
願いします。

※�費用は個人負担

排水設備 公共下水道
農村下水道

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
保
険
年
金
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
令
和
７
年
度
第
１
回
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
　

　
５
月
７
日（
水
）～
５
月
23
日（
金
）

募
集
団
地

　�

第
２
内
池
団
地（
内
池
１
５
２
番
地
）昭
和

63
年
築（
P
C
造
３
階
建
）３
D
Ｋ
　
１
戸

入
居
資
格

　
次
の
①
～
⑦
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
ま
た
は
勤
務
地
を

有
し
て
い
る
こ
と（
３
か
月
以
上
）

②�

持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③�

税・公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④�

現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
い
る
こ
と

※�

た
だ
し
、次
の
⑴
～
⑹
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

　
⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
⑵
60
歳
以
上
の
方

　
⑶�

身
体
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
⑷�

精
神
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

　
⑸�

知
的
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度

が
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
す
る
方

　
⑹�

D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方
　

⑤�

１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥�

連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と

⑦�

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と

月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
予
定
日

　６
月
下
旬

今
後
の
募
集
予
定
　

　
令
和
７
年
度
の
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

第
２
回
　
８
月
４
日（
月
）～
８
月
22
日（
金
）

第
３
回
　
11
月
４
日（
火
）～
11
月
21
日（
金
）

第
４
回
　�

令
和
８
年
２
月
９
日（
月
）～
２
月

27
日（
金
）

※�

入
居
者
の
入
退
去
、住
宅
の
状
況
等
に
よ

り
募
集
団
地
の
変
更
等
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳
細
・
最
新

の
情
報
は
、町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

町ホームページ

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、他
人
の
飼
い
犬

に
噛か

ま
れ
た
と
き
、購
入
食
品
や
飲
食
店
で
食

中
毒
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、他
人
の
行
為（
第
三

者
行
為
）が
原
因
で
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
場

合
の
治
療
費
は
、加
害
者
が
負
担
す
る
の
が
原

則
で
す
。

　
た
だ
し「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」等
の

届
け
出
を
す
る
に
よ
り
、健
康
保
険
の
保
険
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
治
療
費

の
保
険
給
付
分
は
、保
険
者（
国
保
や
後
期
高
齢

者
医
療
）が
一
時
的
に
立

て
替
え
て
支
払
い
を
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、後

で
そ
の
医
療
費
を
被
害

者
に
代
わ
っ
て
保
険
者

が
加
害
者
に
請
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
つ
い
て

①
警
察
に
届
け
出

　�

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、す
み
や
か
に
警

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。ま
た「
交
通
事
故

証
明
書
」の
交
付
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

②
役
場
に
届
け
出

　�

　「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」を
住
民
課

保
険
年
金
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・�

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
お
よ
び
そ
の
他

必
要
な
書
類（
用
紙
は
住
民
課
に
あ
り
ま
す
）

・�
交
通
事
故
証
明
書（
所
定
の
申
請
用
紙
は
警

察
署
、交
番
に
あ
り
ま
す
）

・�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確

認
書

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

・�

届
出
者
の
本
人
確
認
書
類

・�

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
で
な
い
も
の
）

※�

必
要
な
書
類
が
そ
ろ
わ
な
く
て
も
、ま
ず
は
、

住
民
課
保
険
年
金
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

示
談
の
前
に
必
ず
相
談
を

　
届
け
出
を
す
る
前
に
、加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
た
り
、示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る

と
、保
険
者
か
ら
加
害
者
に
費
用
の
請
求
が
で

き
な
く
な
る
場
合
や
給
付
を
返
納
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
示
談
の
前
に

住
民
課
保
険
年
金
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う

交
通
事
故
な
ど
の
他
人
の
行
為
に
よ
り
、保
険
診
療
を

�
受
け
る
場
合
は
、必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す

　令和６年12月４日に町長から、「町議会議員の報酬額ならびに町長、副町長および教育長の給料額」につ
いて諮

し

問
もん

を受けた、日野町特別職報酬等審議会から、令和７年３月５日に答申がありました。
　報酬額等は、その時の社会経済情勢を踏まえ都度審議されてきた結果、据え置きが長期にわたったことか
ら、議員の報酬額については、次世代の担い手として多様な人材が議員になれるようにしていくことなど、
また町長等の給料額については、一般職職員の給与改定の状況を踏まえ、いずれも引き上げが妥当との答申
となりました。
　この答申を尊重し、３月の日野町議会第２回定例会に報酬額等の改定を上程し可決されたため、令和７年
４月から報酬額等を改定しました。

改定前（月額） 答申額（改定後）（月額） 引上額（月額）
議　長 320,000円 351,000円 31,000円
副議長 250,000円 288,000円 38,000円
議　員 230,000円 264,000円 34,000円
町　長 740,000円 755,000円 15,000円
副町長 615,000円 628,000円 13,000円
教育長 585,000円 597,000円 12,000円

※�町長、副町長および教育長の給料の額については、条例改正を行ったうえで、令和8年3月31日までの間は
改定前の額に据え置くこととなりました。

◆問い合わせ先　総務課　総務担当　☎ 0748-52-6500

日野町特別職報酬等審議会から
答申がありました

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
建
設
計
画
課
　
都
市
計
画
担
当

　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7
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不不
ふふ

明明
めいめい

水水
すいすい

削減のご協力をお願いします！削減のご協力をお願いします！
　不明水とは下水道の桝

ます

や管に流れ込む雨水や地下水のことをいいます。町下水道は汚水と雨水を分ける
分流方式で処理することになっており、不明水が下水処理施設に多量に流れ込むと適正な処理ができなく
なる上、下水処理費用が増加してしまうことから、町では下水道管の調査や修繕などを行っています。
　不明水の原因は、汚水桝に誤って雨

あま

樋
どい

の接続をしている場合や、宅内桝や公共汚水桝が破損して雨水が
流入している可能性が考えられます。
　不明水削減のために汚水桝・雨樋のふたを開けて、ご確認ください。

◆問い合わせ先　上下水道課　下水道担当
　☎ 0748-52-6579

公共汚水桝が破損して
いる場合は、下記の番号
に連絡してください。

下水道のマスコットキャラクター
「スイスイ」

蒲生氏郷公顕彰会公認キャラクター
「がもにゃん」

※雨樋は接続※雨樋は接続
しないでください！しないでください！

個人管理個人管理 町管理町管理

日野町排水設備
指定工事店一覧

宅内の桝の修繕は指定工
事店に連絡して修繕をお
願いします。

※�費用は個人負担

排水設備 公共下水道
農村下水道

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
保
険
年
金
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
令
和
７
年
度
第
１
回
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
　

　
５
月
７
日（
水
）～
５
月
23
日（
金
）

募
集
団
地

　�

第
２
内
池
団
地（
内
池
１
５
２
番
地
）昭
和

63
年
築（
P
C
造
３
階
建
）３
D
Ｋ
　
１
戸

入
居
資
格

　
次
の
①
～
⑦
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
ま
た
は
勤
務
地
を

有
し
て
い
る
こ
と（
３
か
月
以
上
）

②�

持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③�

税・公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④�

現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
い
る
こ
と

※�

た
だ
し
、次
の
⑴
～
⑹
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

　
⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
⑵
60
歳
以
上
の
方

　
⑶�

身
体
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
⑷�

精
神
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

　
⑸�

知
的
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度

が
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
す
る
方

　
⑹�

D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方
　

⑤�

１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥�

連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と

⑦�

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と

月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
予
定
日
　６
月
下
旬

今
後
の
募
集
予
定
　

　
令
和
７
年
度
の
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

第
２
回
　
８
月
４
日（
月
）～
８
月
22
日（
金
）

第
３
回
　
11
月
４
日（
火
）～
11
月
21
日（
金
）

第
４
回
　�

令
和
８
年
２
月
９
日（
月
）～
２
月

27
日（
金
）

※�

入
居
者
の
入
退
去
、住
宅
の
状
況
等
に
よ

り
募
集
団
地
の
変
更
等
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳
細
・
最
新

の
情
報
は
、町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

町ホームページ

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、他
人
の
飼
い
犬

に
噛か

ま
れ
た
と
き
、購
入
食
品
や
飲
食
店
で
食

中
毒
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、他
人
の
行
為（
第
三

者
行
為
）が
原
因
で
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
場

合
の
治
療
費
は
、加
害
者
が
負
担
す
る
の
が
原

則
で
す
。

　
た
だ
し「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」等
の

届
け
出
を
す
る
に
よ
り
、健
康
保
険
の
保
険
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
治
療
費

の
保
険
給
付
分
は
、保
険
者（
国
保
や
後
期
高
齢

者
医
療
）が
一
時
的
に
立

て
替
え
て
支
払
い
を
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、後

で
そ
の
医
療
費
を
被
害

者
に
代
わ
っ
て
保
険
者

が
加
害
者
に
請
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
つ
い
て

①
警
察
に
届
け
出

　�

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、す
み
や
か
に
警

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。ま
た「
交
通
事
故

証
明
書
」の
交
付
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

②
役
場
に
届
け
出

　�

　「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」を
住
民
課

保
険
年
金
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・�

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
お
よ
び
そ
の
他

必
要
な
書
類（
用
紙
は
住
民
課
に
あ
り
ま
す
）

・�

交
通
事
故
証
明
書（
所
定
の
申
請
用
紙
は
警

察
署
、交
番
に
あ
り
ま
す
）

・�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確

認
書

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

・�

届
出
者
の
本
人
確
認
書
類

・�

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
で
な
い
も
の
）

※�

必
要
な
書
類
が
そ
ろ
わ
な
く
て
も
、ま
ず
は
、

住
民
課
保
険
年
金
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

示
談
の
前
に
必
ず
相
談
を

　
届
け
出
を
す
る
前
に
、加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
た
り
、示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る

と
、保
険
者
か
ら
加
害
者
に
費
用
の
請
求
が
で

き
な
く
な
る
場
合
や
給
付
を
返
納
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
示
談
の
前
に

住
民
課
保
険
年
金
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う

交
通
事
故
な
ど
の
他
人
の
行
為
に
よ
り
、保
険
診
療
を

�

受
け
る
場
合
は
、必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す

　令和６年12月４日に町長から、「町議会議員の報酬額ならびに町長、副町長および教育長の給料額」につ
いて諮

し

問
もん

を受けた、日野町特別職報酬等審議会から、令和７年３月５日に答申がありました。
　報酬額等は、その時の社会経済情勢を踏まえ都度審議されてきた結果、据え置きが長期にわたったことか
ら、議員の報酬額については、次世代の担い手として多様な人材が議員になれるようにしていくことなど、
また町長等の給料額については、一般職職員の給与改定の状況を踏まえ、いずれも引き上げが妥当との答申
となりました。
　この答申を尊重し、３月の日野町議会第２回定例会に報酬額等の改定を上程し可決されたため、令和７年
４月から報酬額等を改定しました。

改定前（月額） 答申額（改定後）（月額） 引上額（月額）
議　長 320,000円 351,000円 31,000円
副議長 250,000円 288,000円 38,000円
議　員 230,000円 264,000円 34,000円
町　長 740,000円 755,000円 15,000円
副町長 615,000円 628,000円 13,000円
教育長 585,000円 597,000円 12,000円

※�町長、副町長および教育長の給料の額については、条例改正を行ったうえで、令和8年3月31日までの間は
改定前の額に据え置くこととなりました。

◆問い合わせ先　総務課　総務担当　☎ 0748-52-6500

日野町特別職報酬等審議会から
答申がありました

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
建
設
計
画
課
　
都
市
計
画
担
当

　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7
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おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ

『君の物語が君らしく～自分をつくるライティング入門～』
澤
さ わ だ

田　英
えいすけ

輔／著　岩波書店

　他人に見せるために物語を書くのでは
なく、自分を知り、自分を表現するために
物語を書いてみませんか？この本では、
物語を書くことの大切さと、そのための
練習方法について解説されています。中
高生向けの本ですが、大人が読んでも新
たな発見のある一冊です。

手話講座（基礎編） 
受講者募集

とき／５月27日～11月11日（８月12
日・９月23日を除く）の毎週火曜日　
19:00～21:00　全26講座（うち３
回実地学習）

ところ／東近江市役所新館３階314会
議室（東近江市八日市緑町10-5）

対象者／手話講座（入門編）修了者で手
話の学習または活動を継続している
人、または手話サークル等での活動
歴がおおむね２年以上の人で手話に
よる簡単な日常会話が可能な人で、
次の①～③のいずれにも該当する人
①全課程を受講できる見込みのある
人②15歳以上（中学生を除く）で、東
近江市、日野町、竜王町に在住、また
は在勤、在学している人③手話の学
習および活動に熱意のある人

定員／30名（基礎編は、前年度入門編修
了者優先）

受講料／受講料は無料。ただし、テキス
ト教材費（3,300円/入門編・基礎編で
1冊）・実地学習参加費等は自己負担
です。

申込期間／５月13日（火）（必着）
申込方法／申込用紙に必要事項を記入

のうえ、福祉保健課へ提出

町ホームページ
手話講座受講生募集

申・問 福祉保健課　福祉担当
☎0748-52-6573

全国戦没者追悼式への 
参列者募集

　日本武道館（東京都）で開催予定
の全国戦没者追悼式に参列されるご
遺族を募集します。
募集対象者／戦没者（一般戦災死没者を

含む）の原則として配偶者、子、父母、
兄弟姉妹、孫、ひ孫、戦没者の子・兄弟
姉妹の配偶者および甥

おいめい

姪で、８月14
日（木）・15日（金）に１泊２日の団体
行動ができる県内在住の方。

※１柱複数名での同時参加はできませ
ん。障がいがあり介助者の同行を必要
とする方はお問い合わせください。

募集人数／30名程度（人数は変更の可
能性があります。応募多数の場合は
県選考基準による優先順位順とし、
同順位の場合は抽選とします。結果
は6月下旬～7月上旬に通知します。）

参加費／数千円程度（交通費、宿泊費含
む）

※介助者の参加費用（交通費、宿泊費な
ど）は全額自己負担となります。

募集期間／５月１日（木）～31日（土）
（当日消印有効）

応募方法／ハガキ、FAXまたはインター
ネット

　詳細はお問い合わせください。

申・問 〒520-8577
大津市京町四丁目１-１
滋賀県健康福祉政策課　援護係
☎077-528-3514（直通）
FAX 077-528-4850

６月のし尿収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
　し尿収集の予約は5営業日前ま
でに申し込んでください。

し尿収集はお休みです

クリーンぬのびき広域事業協同組合
☎0748-23-0107

お知らせ
＼ 今月の ／

2025.５

布引斎苑休苑日 
６月４日水

　
こ
の
度
、
日
野
町
町
村
合
併
70
周
年

記
念
と
し
て
、
N
H
K
と
日
野
町
、
公

益
財
団
法
人
日
野
町
文
化
振
興
事
業
団

の
主
催
に
よ
る
、「
N
H
K 

の
ど
自
慢
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
！

開
催
日
は
６
月
15
日
（
日
）
で
予
選
会

は
前
日
の
14
日
（
土
）
と
な
り
ま
す
。

会
場
は
日
野
町
町
民
会
館
わ
た
む
き

ホ
ー
ル
虹
で
、
ゲ
ス
ト
は
市い

ち
か
わ川

由ゆ

紀き

の乃

さ
ん
と
純じ

ゅ
ん
れ
つ烈
の
皆
さ
ん
で
す
。
本
当
に

楽
し
み
で
す
。

　
実
は
、
日
野
町
で
の
N
H
K
の
ど
自

慢
の
開
催
は
２
回
目
と
な
り
ま
す
。
１

回
目
は
、
今
か
ら
53
年
前
の
昭
和
47
年

に
、
日
野
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
今
の
よ
う
に
生

放
送
で
は
な
く
公
開
録
画
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
ゲ
ス
ト
は
島し

ま
く
ら倉
千ち

よ

こ
代
子
さ
ん

と
山や

ま
だ田
太た

ろ
う郎
さ
ん
の
お
二
人
で
、
終
了

後
は
歌
謡
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
そ
う
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
の
ど
自
慢
の
テ
ー
マ
は
「
あ

な
た
の
街
の
、
み
ん
な
ス
テ
ー
ジ
」
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
出
場
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
番
組
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
出
場
い
た
だ
き
、
ま
た
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
で
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
を

埋
め
尽
く
し
て
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
出

場
、
観
覧
を
ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
の
ど
自
慢
へ
の
出
場
や
観
覧

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
N
H
K
大
津
放
送
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
（
電

話
や
は
が
き
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
）。
期
限
は
、
出
場
５
月
12
日

（
月
）、
観
覧
５
月
18
日
（
日
）
で
い
ず

れ
も
午
後
11
時
59
分
に
締
め
切
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
町
政
70
周
年
を
記
念
す
べ

き
、
N
H
K
の
ど
自
慢
を
日
野
町
あ
げ

て
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
※
詳
し
く
は
、
広
報
ひ
の
４
月
号
・

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■…休館日　　　○…えいが会　　　◇…託児サービス
■…おはなし会　■…おひざでだっこのおはなし会

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23/30 24 25 26 27 28 29

月 火 水 木 金 土 日
６月

 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
５月

◆問い合わせ先　日野町立図書館
☎0748-53-1644

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

「おはなし会」 5月10日(土)　11：00～（30分程度）
「おひざでだっこのおはなし会」 
 5月17日(土)　11：00～（20分程度）
	 	3歳くらいまでの親子を対象に絵本や手遊び、

わらべうたなどをしています。
「託児サービス」  5月14日(水)・21日(水)　10：00～12：00
	 0～3歳のお子さんが対象です。

「えいが会」  5月18日(日)　14：00～『キングメーカー』
	 2021年／韓国（123分）

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

○廃棄雑誌を配布します
　	　保存期限が過ぎた雑誌を利用者の皆様に配布します。ご
利用いただける雑誌があれば、ご自由にお持ち帰りくださ
い。雑誌ごとに保存期限が違いますので、配布する雑誌の
発行年月は一定ではありません。また、利用された古い雑
誌ですので汚れや破損があります。取り置き・予約は受け
付けておりません。
　日時	 5月23日（金）～配布雑誌がなくなるまで
	 図書館開館中
　場所　図書館視聴覚室・展示コーナー

※行事・サービスは中止になる場合があります。

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

のど自慢が
日野町に！

～町長コラム～

日野町長　堀江 和博

身体障がいに関する相談身体障がいに関する相談
とき／ 毎月第１・３木曜日（祝日を

除く）  9：30～11：30
ところ／勤労福祉会館

福祉保健課　福祉担当
☎0748-52-6573

行政相談行政相談
とき／ 毎月第３木曜日（祝日を除く）

9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
ところ／勤労福祉会館１階相談室

総務課　総務担当
☎0748-52-6500

よろず相談よろず相談
とき／ 毎週木曜日（祝日、第３木曜

日を除く）  9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
　　　 第２・４木曜日は、人権特

設相談も兼ねています。
ところ／勤労福祉会館１階相談室

日野町社会福祉協議会
☎0748-52-8080

相談室

戦没者の遺族に対する 第12回 特別弔慰金戦没者の遺族に対する 第12回 特別弔慰金
⃝請求期間
　令和７年４月１日～令和10年３月31日（３年間）
⃝支給額
　額面275,000円 ５年償還の記名国債（年55,000円×５年）
⃝支給対象者
　 令和７年４月１日において公務扶助料などを受ける人がい

ない場合に、次の優先順位で1人に支給されます。
　戦没者の死亡当時に生まれていたご遺族で、

１．弔慰金受給権者
２．戦没者の子（戦没者死亡当時胎児含む）
３． 戦没者の（1）父母（2）孫（3）祖父母（4）兄弟姉妹
　※ 戦没者の死亡当時、生計を同一にしている等の要件に

より順位が入れ替わります。

４． 三親等内の親族で、戦没者死亡当時まで１年以上生計
関係があった人

　※ 戦没者が死亡した後に生まれた人は、対象になりませ
ん。

⃝申請方法
　次の書類を窓口にお持ちください。
　１．請求者の本人確認書類
　２． 請求者の戸籍抄本（令和７年４月１日以降に発行され

たもの）

◆問い合わせ先　福祉保健課　地域共生推進担当
☎ 0748-52-6524

町ホームページ
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おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ

『君の物語が君らしく～自分をつくるライティング入門～』
澤
さ わ だ

田　英
えいすけ

輔／著　岩波書店

　他人に見せるために物語を書くのでは
なく、自分を知り、自分を表現するために
物語を書いてみませんか？この本では、
物語を書くことの大切さと、そのための
練習方法について解説されています。中
高生向けの本ですが、大人が読んでも新
たな発見のある一冊です。

手話講座（基礎編） 
受講者募集

とき／５月27日～11月11日（８月12
日・９月23日を除く）の毎週火曜日　
19:00～21:00　全26講座（うち３
回実地学習）

ところ／東近江市役所新館３階314会
議室（東近江市八日市緑町10-5）

対象者／手話講座（入門編）修了者で手
話の学習または活動を継続している
人、または手話サークル等での活動
歴がおおむね２年以上の人で手話に
よる簡単な日常会話が可能な人で、
次の①～③のいずれにも該当する人
①全課程を受講できる見込みのある
人②15歳以上（中学生を除く）で、東
近江市、日野町、竜王町に在住、また
は在勤、在学している人③手話の学
習および活動に熱意のある人

定員／30名（基礎編は、前年度入門編修
了者優先）

受講料／受講料は無料。ただし、テキス
ト教材費（3,300円/入門編・基礎編で
1冊）・実地学習参加費等は自己負担
です。

申込期間／５月13日（火）（必着）
申込方法／申込用紙に必要事項を記入

のうえ、福祉保健課へ提出

町ホームページ
手話講座受講生募集

申・問 福祉保健課　福祉担当
☎0748-52-6573

全国戦没者追悼式への 
参列者募集

　日本武道館（東京都）で開催予定
の全国戦没者追悼式に参列されるご
遺族を募集します。
募集対象者／戦没者（一般戦災死没者を

含む）の原則として配偶者、子、父母、
兄弟姉妹、孫、ひ孫、戦没者の子・兄弟
姉妹の配偶者および甥

おいめい

姪で、８月14
日（木）・15日（金）に１泊２日の団体
行動ができる県内在住の方。

※１柱複数名での同時参加はできませ
ん。障がいがあり介助者の同行を必要
とする方はお問い合わせください。

募集人数／30名程度（人数は変更の可
能性があります。応募多数の場合は
県選考基準による優先順位順とし、
同順位の場合は抽選とします。結果
は6月下旬～7月上旬に通知します。）

参加費／数千円程度（交通費、宿泊費含
む）

※介助者の参加費用（交通費、宿泊費な
ど）は全額自己負担となります。

募集期間／５月１日（木）～31日（土）
（当日消印有効）

応募方法／ハガキ、FAXまたはインター
ネット

　詳細はお問い合わせください。

申・問 〒520-8577
大津市京町四丁目１-１
滋賀県健康福祉政策課　援護係
☎077-528-3514（直通）
FAX 077-528-4850

６月のし尿収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
　し尿収集の予約は5営業日前ま
でに申し込んでください。

し尿収集はお休みです

クリーンぬのびき広域事業協同組合
☎0748-23-0107

お知らせ
＼ 今月の ／

2025.５

布引斎苑休苑日 
６月４日水

　
こ
の
度
、
日
野
町
町
村
合
併
70
周
年

記
念
と
し
て
、
N
H
K
と
日
野
町
、
公

益
財
団
法
人
日
野
町
文
化
振
興
事
業
団

の
主
催
に
よ
る
、「
N
H
K 

の
ど
自
慢
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
！

開
催
日
は
６
月
15
日
（
日
）
で
予
選
会

は
前
日
の
14
日
（
土
）
と
な
り
ま
す
。

会
場
は
日
野
町
町
民
会
館
わ
た
む
き

ホ
ー
ル
虹
で
、
ゲ
ス
ト
は
市い

ち
か
わ川
由ゆ

紀き

の乃

さ
ん
と
純じ

ゅ
ん
れ
つ烈
の
皆
さ
ん
で
す
。
本
当
に

楽
し
み
で
す
。

　
実
は
、
日
野
町
で
の
N
H
K
の
ど
自

慢
の
開
催
は
２
回
目
と
な
り
ま
す
。
１

回
目
は
、
今
か
ら
53
年
前
の
昭
和
47
年

に
、
日
野
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
今
の
よ
う
に
生

放
送
で
は
な
く
公
開
録
画
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
ゲ
ス
ト
は
島し

ま
く
ら倉
千ち

よ

こ
代
子
さ
ん

と
山や

ま
だ田
太た

ろ
う郎
さ
ん
の
お
二
人
で
、
終
了

後
は
歌
謡
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
そ
う
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
の
ど
自
慢
の
テ
ー
マ
は
「
あ

な
た
の
街
の
、
み
ん
な
ス
テ
ー
ジ
」
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
出
場
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
番
組
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
出
場
い
た
だ
き
、
ま
た
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
で
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
を

埋
め
尽
く
し
て
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
出

場
、
観
覧
を
ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
の
ど
自
慢
へ
の
出
場
や
観
覧

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
N
H
K
大
津
放
送
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
（
電

話
や
は
が
き
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
）。
期
限
は
、
出
場
５
月
12
日

（
月
）、
観
覧
５
月
18
日
（
日
）
で
い
ず

れ
も
午
後
11
時
59
分
に
締
め
切
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
町
政
70
周
年
を
記
念
す
べ

き
、
N
H
K
の
ど
自
慢
を
日
野
町
あ
げ

て
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
※
詳
し
く
は
、
広
報
ひ
の
４
月
号
・

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■…休館日　　　○…えいが会　　　◇…託児サービス
■…おはなし会　■…おひざでだっこのおはなし会

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23/30 24 25 26 27 28 29

月 火 水 木 金 土 日
６月

 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
５月

◆問い合わせ先　日野町立図書館
☎0748-53-1644

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

「おはなし会」 5月10日(土)　11：00～（30分程度）
「おひざでだっこのおはなし会」 
 5月17日(土)　11：00～（20分程度）
	 	3歳くらいまでの親子を対象に絵本や手遊び、

わらべうたなどをしています。
「託児サービス」  5月14日(水)・21日(水)　10：00～12：00
	 0～3歳のお子さんが対象です。

「えいが会」  5月18日(日)　14：00～『キングメーカー』
	 2021年／韓国（123分）

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

○廃棄雑誌を配布します
　	　保存期限が過ぎた雑誌を利用者の皆様に配布します。ご
利用いただける雑誌があれば、ご自由にお持ち帰りくださ
い。雑誌ごとに保存期限が違いますので、配布する雑誌の
発行年月は一定ではありません。また、利用された古い雑
誌ですので汚れや破損があります。取り置き・予約は受け
付けておりません。
　日時	 5月23日（金）～配布雑誌がなくなるまで
	 図書館開館中
　場所　図書館視聴覚室・展示コーナー

※行事・サービスは中止になる場合があります。

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

のど自慢が
日野町に！

～町長コラム～

日野町長　堀江 和博

身体障がいに関する相談身体障がいに関する相談
とき／ 毎月第１・３木曜日（祝日を

除く）  9：30～11：30
ところ／勤労福祉会館

福祉保健課　福祉担当
☎0748-52-6573

行政相談行政相談
とき／ 毎月第３木曜日（祝日を除く）

9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
ところ／勤労福祉会館１階相談室

総務課　総務担当
☎0748-52-6500

よろず相談よろず相談
とき／ 毎週木曜日（祝日、第３木曜

日を除く）  9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
　　　 第２・４木曜日は、人権特

設相談も兼ねています。
ところ／勤労福祉会館１階相談室

日野町社会福祉協議会
☎0748-52-8080

相談室

戦没者の遺族に対する 第12回 特別弔慰金戦没者の遺族に対する 第12回 特別弔慰金
⃝請求期間
　令和７年４月１日～令和10年３月31日（３年間）
⃝支給額
　額面275,000円 ５年償還の記名国債（年55,000円×５年）
⃝支給対象者
　 令和７年４月１日において公務扶助料などを受ける人がい

ない場合に、次の優先順位で1人に支給されます。
　戦没者の死亡当時に生まれていたご遺族で、

１．弔慰金受給権者
２．戦没者の子（戦没者死亡当時胎児含む）
３． 戦没者の（1）父母（2）孫（3）祖父母（4）兄弟姉妹
　※ 戦没者の死亡当時、生計を同一にしている等の要件に

より順位が入れ替わります。

４． 三親等内の親族で、戦没者死亡当時まで１年以上生計
関係があった人

　※ 戦没者が死亡した後に生まれた人は、対象になりませ
ん。

⃝申請方法
　次の書類を窓口にお持ちください。
　１．請求者の本人確認書類
　２． 請求者の戸籍抄本（令和７年４月１日以降に発行され

たもの）

◆問い合わせ先　福祉保健課　地域共生推進担当
☎ 0748-52-6524

町ホームページ

25 24広報ひの　2025.05 2025.05　広報ひの



材料（２人分）

作り方
① 鰆は塩を振って５分おく。キッチンペーパーで水気をふきとり、2～3等分に切る。
②あさりは塩水につけ砂抜きをして、しっかり洗っておく。
③スナップエンドウは筋を取り半分に切る。にんじんはピーラーで薄く削る。にんにくは
薄切りにする。

④耐熱容器に①～③を順にのせ、混ぜ合わせたAをかける。ふんわりとラップをして、
電子レンジで600W５分程度加熱する。（あさりの殻が開くまで）

⑤最後にヘタを取って半分に切ったミニトマトを盛り付ける。

●問い合わせ先　日野町健康推進協議会事務局（福祉保健課内）　☎０７４８‒５２‒６５７４

おすすめ料理健康推進員

鰆とあさりのレンジ蒸し鰆とあさりのレンジ蒸し

（１人分）食塩相当量　1.5ｇ　野菜の量　68ｇ

鰆はサバの仲間で、たんぱく質と良
質な魚の油が多く含まれているので
免疫力を高めることが期待できます。
彩りのよい野菜と組み合わせた見た
目も春らしいお料理です。

鰆はサバの仲間で、たんぱく質と良
質な魚の油が多く含まれているので
免疫力を高めることが期待できます。
彩りのよい野菜と組み合わせた見た
目も春らしいお料理です。

●鰆（切り身）………………２切れ120ｇ
●あさり………………………… 150ｇ
●スナップエンドウ ……………… 6個
●ミニトマト ……………………… 4個
●にんじん………………………… 30ｇ

●にんにく……………………… １かけ
●塩 ……………………………… 少々
　●しょうゆ ……………………小さじ1
　●酒 …………………………大さじ1
　●こしょう ……………………… 少々
A

さわら

行事内容 日程・時間 対象者・内容など 持ち物・備考

栄養相談

 ２日月・ ３日火
 ４日水・ ５日木
16日月・19日木
20日金・24日火
26日木・27日金

９:00～11:30
食生活を見直したい方
＊ 要申し込み 食事記録・お薬手帳

 ９日月・11日水
27日金 13:30～16:00

離乳食教室 11日水 10:00～12:00
（９:45～受付）

令和６年12月・令和７年１月生まれ
のお子さんと保護者

エプロン・三角巾・マスク・手拭きタオル・子ど
もさんに必要なもの（おもちゃ・バスタオル・ミ
ルク・オムツなど）・離乳食教室おたずね票・母
子健康手帳・4か月児健診の離乳食資料

プレママサロン
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
26日木 10:00～11:00

（９:45～受付）
妊娠７～９か月の妊婦さん
＊ 対象者には、事前に案内を送付し

ます
母子健康手帳
＊詳細は、事前に送付したチラシをご覧ください

すくすく広場
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
９日月・23日月 ９:30～11:00 子育てや健康・栄養について相談で

きる場です 母子健康手帳・フェイスタオル・バスタオル

４か月児健康診査 25日水 （受付）
13:00～14：00

令和７年２月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
オムツ・ごみ袋（オムツ用）・ミルク（必要な方のみ）・
フェイスタオル・バスタオル

10か月児健康診査 26日木 （受付）
13:00～14:00

令和６年８月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・オムツ・ごみ袋（オムツ用）・
フェイスタオル・バスタオル

１歳８か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 12日木 （受付）

13:00～14:00
令和５年10月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

２歳６か月児健康相談
歯科健診・フッ素塗布 ５日木 （受付）

13:00～14:00
令和４年12月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・きこえに関するアン
ケート・ささやき声検査シート
＊親子で歯を磨いてお越しください

３歳６か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 ４日水 （受付）

13:00～14:00
令和３年12月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

対 象
町内の未就園児

◆申し込み・問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574 

子育て情報子育て情報 2025年６月保健カレンダー保健カレンダー 2025年６月 会 場
保健センター

事業名 日程 時間 場所 内容または対象など 申し込み・問い合わせ先
町立保育所・

こども園 園開放
「きっずらんど」

10日火
10:00～11:00

（受付 9:45～
10:00）

桜谷こども園
（第２園舎）

園で遊ぼう！
対象：６か月以上の乳幼児と保護者
＊要申し込み（10日前から受付）10組

桜谷こども園
（第２園舎）

☎0748-36-0390
公開保育

「あそびにおいでよ」12日木 10:00～11:00 第二わらべ
保育園

年齢のクラスに入って、一緒に遊びます。
＊要申し込み（5/12から受付）　0・1・2歳児とも各3組

第ニわらべ保育園
☎0748-36-3559

親子運動ひろば 13日金 10:00～11:30 日野公民館
多目的ホール

親子でふれあいながら体力づくり
対象：１歳半以上のお子さんと保護者
＊要申し込み（6/6まで受付）15組　＊参加費１組100円

生涯学習課
☎0748-52-6566

おもちゃ図書館 13日金
20日金  ９:30～11:00 保健センター 好きなおもちゃで自由に遊べます。

おもちゃの貸し出しも行っています。
社会福祉協議会

☎0748-52-1219

親子ぷれすて 27日金 10:00～11:30 日野公民館
「ちびっこ運動会」
楽しい競技がたくさん！親子で体を動かしましょう。
対象：未就園児と保護者
＊要申し込み（６/６から受付）15組

生涯学習課
☎0748-52-6566

わらべ
地域子育て

支援センター

毎週 月～金
月・火・水・木
 ９:30～11:30
13:00～15:00
金 ９:30～12:00

わらべ保育園 時間内は、好きなおもちゃで親子で自由に遊べます。
時間内の出入りは自由です。

わらべ地域子育て
支援センター

☎0748-36-1910

● 折り紙教室…２日月、16日月10:30～11:30　折り紙の先生と一緒に、季節に合わせた折り紙を楽しみましょう。
● ガムテープバッグ作り…11日水10:00～11:30　ボランティアグループ「こびとのくつやさん」と一緒に、かわいい
　バッグを作りましょう。　＊要申し込み（５/12から受付）12組
● ６月の誕生会…13日金10:30～11:00　誕生月のお子さんには手形のマグネットをプレゼントし、みんなで
　お祝いします。誕生月以外の人も遊びに来てください。
●妊婦さんもあそびにおいでよ＆ベビーマッサージ…24日火10:00～11:30　対象：妊婦さん、未就園児と保護者
　妊娠中や産後の困りごと・気になること・聞きたいことなど、先輩ママさんと気軽にお話しできます。

つどいのひろば
『ぽけっと』

＊時間内の出入り
　は自由です。

毎週 月～金
＊ 日曜開催　

は８日日

月・火・木・金
AM…９:30～
　　　11:30
PM…13:30～
　　　16:00
＊水はAMのみ
＊８日のPMは
13:30～15:00

『ぽけっと』
利用対象を分けている日や、申し込みの必要な日があり
ます。きょうだいの未就園児は一緒に来ていただけます。
＊ 午後の開所時間と赤ちゃんROOMの月齢の分け方を

変更しました。

『ぽけっと』
☎0748-53-2524

○赤ちゃんROOM「ころころ」…対象：おおむね２か月から６か月の赤ちゃんと保護者
　３日火10:00～11:30　ミニ講座「本当はすごい！赤ちゃんの運動発達」　＊要申し込み
　26日木9:30～11:30　ふれあい遊び
　＊26日はプレママサロンも一緒に行います。保健師・助産師がいますので、相談も気軽にできます。
○赤ちゃんROOM「ぴよぴよ」…対象：おおむね７か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　24日火10:00～11:30　ミニ講座「本当はすごい！赤ちゃんの運動発達」　＊要申し込み
○赤ちゃんROOM「ころころ」「ぴよぴよ」…対象：おおむね２か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　12日木9:30～11:30、20日金13:30～15:30　親子で遊んだり、ふれあい遊びをしたりしています。
○年齢別サークル「きらきら」…対象：1歳のお子さんと保護者
　２日月９:30～11:30　おやつ作り　＊要申し込み（5/2から受付）12組　＊持ち物：エプロン、三角巾（子ども用はあれば）、ボウル
○年齢別サークル「にこにこ」…対象：2歳以上のお子さんと保護者
　19日木９:30～11:30　おやつ作り　＊要申し込み（5/19から受付）12組　＊持ち物：エプロン、三角巾（子ども用はあれば）
●オープンルームAM（９:30～11:30）… 6日金、10日火、11日水、13日金、18日水、20日金、25日水、27日金、30日月
●オープンルームPM（13:30～16:00）… 2日月、3日火、5日木、6日金、9日月、10日火、12日木、13日金、16日月、17日火、

19日木、23日月、24日火、26日木、27日金、30日月
　＊年齢制限はありません。どなたでも遊びに来ていただけます。
● ぽけっとCafé…４日水９:30～11:30　ボランティアグループ「まつぼっくり」さんの、おいしいコーヒー（ジュース）と手

作りケーキをみんなでいただきましょう。ケーキのテイクアウト（１個100円）もできます。
　＊要申し込み（5/7から受付）20組　＊ケーキと飲み物のセット100円　＊持ち物：お皿、フォーク（子ども用　必要な方のみ）
●絵本と遊ぼう…５日木10:15～10:45　図書館の司書さんによるおはなし会です。　＊要申し込み（５/７から受付）12組
● 日曜開催（オープンルーム）…８日日9:30～11:30、13:30～15:00
　対象：未就園児または０～２歳児のお子さんとご家族　日曜日なので、平日は来られない方もお越しください。
● すくすく広場…９日月、23日月９:30～11:30　＊相談は11:00まで　どなたでも遊びに来ていただけます。
　保健師・助産師・栄養士がいますので、体重や身長の計測や授乳・離乳食など子育てに関する相談も気軽にできます。
●双子ちゃんサークル…12日木９:30～11:30　対象：双子（多胎児）のお子さんと保護者
　お子さんを遊ばせながら、保護者同士がおしゃべりしたり情報交換する場です。
● お誕生会…16日月９:30～11:30
　自由遊びの後、お誕生会をします。誕生月のお子さんは、親子で写真を撮ってカードに仕上げてプレゼントします。
　＊６月生まれのお子さんや保護者さんは準備の都合上、申し込みが必要です。その他の方は申し込み不要です。
●親子でリトミック…17日火10:00～10:45　対象：２歳以上のお子さんと保護者
　音楽に合わせて、親子一緒に体を動かして遊びましょう。　＊要申し込み（５/19から受付）12組

＊この他に各地区の公民館でも子育てサロンが開催されています。日程などは公民館にお問い合わせください。
＊ 子育てに関する情報は、子育て応援通信「ゆっくりおおきくなあれ」にも掲載しています。子ども支援課・保健センター・

つどいのひろば『ぽけっと』・わらべ地域子育て支援センター・図書館・公民館などに設置していますので、ご覧ください。
町のホームページでもご覧いただけます。

町ホームページ

〇 参加される方は親子ともに自宅で検温をし、発熱や咳・くしゃみ・
鼻水など体調不良の場合はご利用をお控えください。

子育て情報の公式LINE「ひのこども
タウン」です。ぜひ登録してください。

町では、子育てを応援するさまざまな事業を行っています。赤ちゃんやお子さんを連れて、気軽にお出かけください。

町ホームページ

公式LINE

27 26広報ひの　2025.05 2025.05　広報ひの



材料（２人分）

作り方
① 鰆は塩を振って５分おく。キッチンペーパーで水気をふきとり、2～3等分に切る。
②あさりは塩水につけ砂抜きをして、しっかり洗っておく。
③スナップエンドウは筋を取り半分に切る。にんじんはピーラーで薄く削る。にんにくは
薄切りにする。

④耐熱容器に①～③を順にのせ、混ぜ合わせたAをかける。ふんわりとラップをして、
電子レンジで600W５分程度加熱する。（あさりの殻が開くまで）

⑤最後にヘタを取って半分に切ったミニトマトを盛り付ける。

●問い合わせ先　日野町健康推進協議会事務局（福祉保健課内）　☎０７４８‒５２‒６５７４

おすすめ料理健康推進員

鰆とあさりのレンジ蒸し鰆とあさりのレンジ蒸し

（１人分）食塩相当量　1.5ｇ　野菜の量　68ｇ

鰆はサバの仲間で、たんぱく質と良
質な魚の油が多く含まれているので
免疫力を高めることが期待できます。
彩りのよい野菜と組み合わせた見た
目も春らしいお料理です。

鰆はサバの仲間で、たんぱく質と良
質な魚の油が多く含まれているので
免疫力を高めることが期待できます。
彩りのよい野菜と組み合わせた見た
目も春らしいお料理です。

●鰆（切り身）………………２切れ120ｇ
●あさり………………………… 150ｇ
●スナップエンドウ ……………… 6個
●ミニトマト ……………………… 4個
●にんじん………………………… 30ｇ

●にんにく……………………… １かけ
●塩 ……………………………… 少々
　●しょうゆ ……………………小さじ1
　●酒 …………………………大さじ1
　●こしょう ……………………… 少々
A

さわら

行事内容 日程・時間 対象者・内容など 持ち物・備考

栄養相談

 ２日月・ ３日火
 ４日水・ ５日木
16日月・19日木
20日金・24日火
26日木・27日金

９:00～11:30
食生活を見直したい方
＊ 要申し込み 食事記録・お薬手帳

 ９日月・11日水
27日金 13:30～16:00

離乳食教室 11日水 10:00～12:00
（９:45～受付）

令和６年12月・令和７年１月生まれ
のお子さんと保護者

エプロン・三角巾・マスク・手拭きタオル・子ど
もさんに必要なもの（おもちゃ・バスタオル・ミ
ルク・オムツなど）・離乳食教室おたずね票・母
子健康手帳・4か月児健診の離乳食資料

プレママサロン
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
26日木 10:00～11:00

（９:45～受付）
妊娠７～９か月の妊婦さん
＊ 対象者には、事前に案内を送付し

ます
母子健康手帳
＊詳細は、事前に送付したチラシをご覧ください

すくすく広場
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
９日月・23日月 ９:30～11:00 子育てや健康・栄養について相談で

きる場です 母子健康手帳・フェイスタオル・バスタオル

４か月児健康診査 25日水 （受付）
13:00～14：00

令和７年２月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
オムツ・ごみ袋（オムツ用）・ミルク（必要な方のみ）・
フェイスタオル・バスタオル

10か月児健康診査 26日木 （受付）
13:00～14:00

令和６年８月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・オムツ・ごみ袋（オムツ用）・
フェイスタオル・バスタオル

１歳８か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 12日木 （受付）

13:00～14:00
令和５年10月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

２歳６か月児健康相談
歯科健診・フッ素塗布 ５日木 （受付）

13:00～14:00
令和４年12月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・きこえに関するアン
ケート・ささやき声検査シート
＊親子で歯を磨いてお越しください

３歳６か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 ４日水 （受付）

13:00～14:00
令和３年12月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

対 象
町内の未就園児

◆申し込み・問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574 

子育て情報子育て情報 2025年６月保健カレンダー保健カレンダー 2025年６月 会 場
保健センター

事業名 日程 時間 場所 内容または対象など 申し込み・問い合わせ先
町立保育所・

こども園 園開放
「きっずらんど」

10日火
10:00～11:00

（受付 9:45～
10:00）

桜谷こども園
（第２園舎）

園で遊ぼう！
対象：６か月以上の乳幼児と保護者
＊要申し込み（10日前から受付）10組

桜谷こども園
（第２園舎）

☎0748-36-0390
公開保育

「あそびにおいでよ」12日木 10:00～11:00 第二わらべ
保育園

年齢のクラスに入って、一緒に遊びます。
＊要申し込み（5/12から受付）　0・1・2歳児とも各3組

第ニわらべ保育園
☎0748-36-3559

親子運動ひろば 13日金 10:00～11:30 日野公民館
多目的ホール

親子でふれあいながら体力づくり
対象：１歳半以上のお子さんと保護者
＊要申し込み（6/6まで受付）15組　＊参加費１組100円

生涯学習課
☎0748-52-6566

おもちゃ図書館 13日金
20日金  ９:30～11:00 保健センター 好きなおもちゃで自由に遊べます。

おもちゃの貸し出しも行っています。
社会福祉協議会

☎0748-52-1219

親子ぷれすて 27日金 10:00～11:30 日野公民館
「ちびっこ運動会」
楽しい競技がたくさん！親子で体を動かしましょう。
対象：未就園児と保護者
＊要申し込み（６/６から受付）15組

生涯学習課
☎0748-52-6566

わらべ
地域子育て

支援センター

毎週 月～金
月・火・水・木
 ９:30～11:30
13:00～15:00
金 ９:30～12:00

わらべ保育園 時間内は、好きなおもちゃで親子で自由に遊べます。
時間内の出入りは自由です。

わらべ地域子育て
支援センター

☎0748-36-1910

● 折り紙教室…２日月、16日月10:30～11:30　折り紙の先生と一緒に、季節に合わせた折り紙を楽しみましょう。
● ガムテープバッグ作り…11日水10:00～11:30　ボランティアグループ「こびとのくつやさん」と一緒に、かわいい
　バッグを作りましょう。　＊要申し込み（５/12から受付）12組
● ６月の誕生会…13日金10:30～11:00　誕生月のお子さんには手形のマグネットをプレゼントし、みんなで
　お祝いします。誕生月以外の人も遊びに来てください。
●妊婦さんもあそびにおいでよ＆ベビーマッサージ…24日火10:00～11:30　対象：妊婦さん、未就園児と保護者
　妊娠中や産後の困りごと・気になること・聞きたいことなど、先輩ママさんと気軽にお話しできます。

つどいのひろば
『ぽけっと』

＊時間内の出入り
　は自由です。

毎週 月～金
＊ 日曜開催　

は８日日

月・火・木・金
AM…９:30～
　　　11:30
PM…13:30～
　　　16:00
＊水はAMのみ
＊８日のPMは
13:30～15:00

『ぽけっと』
利用対象を分けている日や、申し込みの必要な日があり
ます。きょうだいの未就園児は一緒に来ていただけます。
＊ 午後の開所時間と赤ちゃんROOMの月齢の分け方を

変更しました。

『ぽけっと』
☎0748-53-2524

○赤ちゃんROOM「ころころ」…対象：おおむね２か月から６か月の赤ちゃんと保護者
　３日火10:00～11:30　ミニ講座「本当はすごい！赤ちゃんの運動発達」　＊要申し込み
　26日木9:30～11:30　ふれあい遊び
　＊26日はプレママサロンも一緒に行います。保健師・助産師がいますので、相談も気軽にできます。
○赤ちゃんROOM「ぴよぴよ」…対象：おおむね７か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　24日火10:00～11:30　ミニ講座「本当はすごい！赤ちゃんの運動発達」　＊要申し込み
○赤ちゃんROOM「ころころ」「ぴよぴよ」…対象：おおむね２か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　12日木9:30～11:30、20日金13:30～15:30　親子で遊んだり、ふれあい遊びをしたりしています。
○年齢別サークル「きらきら」…対象：1歳のお子さんと保護者
　２日月９:30～11:30　おやつ作り　＊要申し込み（5/2から受付）12組　＊持ち物：エプロン、三角巾（子ども用はあれば）、ボウル
○年齢別サークル「にこにこ」…対象：2歳以上のお子さんと保護者
　19日木９:30～11:30　おやつ作り　＊要申し込み（5/19から受付）12組　＊持ち物：エプロン、三角巾（子ども用はあれば）
●オープンルームAM（９:30～11:30）… 6日金、10日火、11日水、13日金、18日水、20日金、25日水、27日金、30日月
●オープンルームPM（13:30～16:00）… 2日月、3日火、5日木、6日金、9日月、10日火、12日木、13日金、16日月、17日火、

19日木、23日月、24日火、26日木、27日金、30日月
　＊年齢制限はありません。どなたでも遊びに来ていただけます。
● ぽけっとCafé…４日水９:30～11:30　ボランティアグループ「まつぼっくり」さんの、おいしいコーヒー（ジュース）と手

作りケーキをみんなでいただきましょう。ケーキのテイクアウト（１個100円）もできます。
　＊要申し込み（5/7から受付）20組　＊ケーキと飲み物のセット100円　＊持ち物：お皿、フォーク（子ども用　必要な方のみ）
●絵本と遊ぼう…５日木10:15～10:45　図書館の司書さんによるおはなし会です。　＊要申し込み（５/７から受付）12組
● 日曜開催（オープンルーム）…８日日9:30～11:30、13:30～15:00
　対象：未就園児または０～２歳児のお子さんとご家族　日曜日なので、平日は来られない方もお越しください。
● すくすく広場…９日月、23日月９:30～11:30　＊相談は11:00まで　どなたでも遊びに来ていただけます。
　保健師・助産師・栄養士がいますので、体重や身長の計測や授乳・離乳食など子育てに関する相談も気軽にできます。
●双子ちゃんサークル…12日木９:30～11:30　対象：双子（多胎児）のお子さんと保護者
　お子さんを遊ばせながら、保護者同士がおしゃべりしたり情報交換する場です。
● お誕生会…16日月９:30～11:30
　自由遊びの後、お誕生会をします。誕生月のお子さんは、親子で写真を撮ってカードに仕上げてプレゼントします。
　＊６月生まれのお子さんや保護者さんは準備の都合上、申し込みが必要です。その他の方は申し込み不要です。
●親子でリトミック…17日火10:00～10:45　対象：２歳以上のお子さんと保護者
　音楽に合わせて、親子一緒に体を動かして遊びましょう。　＊要申し込み（５/19から受付）12組

＊この他に各地区の公民館でも子育てサロンが開催されています。日程などは公民館にお問い合わせください。
＊ 子育てに関する情報は、子育て応援通信「ゆっくりおおきくなあれ」にも掲載しています。子ども支援課・保健センター・

つどいのひろば『ぽけっと』・わらべ地域子育て支援センター・図書館・公民館などに設置していますので、ご覧ください。
町のホームページでもご覧いただけます。

町ホームページ

〇 参加される方は親子ともに自宅で検温をし、発熱や咳・くしゃみ・
鼻水など体調不良の場合はご利用をお控えください。

子育て情報の公式LINE「ひのこども
タウン」です。ぜひ登録してください。

町では、子育てを応援するさまざまな事業を行っています。赤ちゃんやお子さんを連れて、気軽にお出かけください。

町ホームページ

公式LINE
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アイドル家わが の

人のうごき
●総人口　20,611人� （−28人）
●世　帯　8,867世帯� （+28世帯）

（転入）�120人� （転出）127人
（出生）� ４人� （死亡）� 24人
（その他減）��１人

固定資産税（1期分）　

軽自動車税（全期分）

納期限は６月２日（月）です。

５月の納税等

　日野消防署に10年前から飾られ
ている「日野のホイノボリ」が３月
に新しくなりました。元消防署職員
の野

の

辺
べ

晃
こう

一
いち

さん（必佐）が、前回同様
に作られ、消防署の入口を華やかに
彩っています。町ホーム
ページ内でも町の話題
を紹介していますので
ぜひご覧ください。○あ

ちょっとひとこと

働く車が大好き！
我が家の癒し♡だいすき！

河
か わ

田
た

　一
い っ さ

冴ちゃん
（R5.5.2生まれ）日野

元気いっぱいの毎日です！

盛
も り

井
い

 絢
あ や

音
ね

ちゃん
（R4.5.3生まれ）西大路

７月に満１歳～３歳のお誕生日を迎える 
お子さんの写真を大募集!!

　対象のお子さんのみが写っている写真を下記担当へお持ちください。
申込フォームでも受け付けています。
◆締め切り　�5月30日（金）　ただし、申し込みが多い場合

は期日前でもお断りすることがあります。
◆問い合わせ先　�企画振興課　秘書広報担当（役場3階）�

☎0748-52-6550 申込フォーム

何をするにもいつも一緒☺
ずっとなかよしでいてね☺

清
し

水
み ず

　楓
ふ う

真
ま

ちゃん清
し

水
み ず

　柊
しゅう

真
ま

ちゃん
（R4.5.18生まれ）必佐

ビングとアンパンマンが大好き♡
元気に大きくなってね！

梅
う め

田
だ

　実
み

杏
あ

ちゃん
（R5.5.24生まれ）必佐

２才おめでとう♡
これからも可愛いぜんでいてね。

めい・みこ・もえより

池
い け

内
う ち

　善
ぜ ん

ちゃん
（R5.5.27生まれ）必佐

ねぇねとルンバが大好き♡
2歳のお誕生日おめでとう♡

沢
さ わ

　柊
しゅう

斗
と

ちゃん
（R5.5.27生まれ）日野

キャッフィーはP18の右下あたり、
チャッフィーはP９の左下あたりに隠れていました！

今月のスポーツは

テニス!

キャッフィーとチャッフィーを　　探せ！キャッフィーとチャッフィーを　　探せ！答え
合わせ

見つけられたかな
？

見つけられたかな
？

甘え上手でお喋りが大好きな
恵翔くん☆

いつも素敵な笑顔をありがとう♡

飯
い

室
む ろ

　恵
け い

翔
と

ちゃん
（R4.5.10生まれ）西大路

1歳のお誕生おめでとう❤
ゆっくり大きくなってね☺

横
よ こ

山
や ま

　瑠
れ

桜
ね

ちゃん
（R6.5.28生まれ）西大路

1歳おめでとう！！
すくすく大きくなってね！！

川
か わ

東
ひがし

　蓮
れ ん

太
た

ちゃん
（R6.5.17生まれ）必佐

各種公共料金の納付もお忘れなく
令和７年４月１日現在

※（　）前月比

人口増減

「ひのっこ宣言」
●あいさつで　つながる心　いい笑顔
●きいてみよう　自分のきもちと相手のおもい
●楽しもう　どうせやるなら　よろこんで
●チャレンジを　やらへんなんて　もったいない
●しっぱいも　「かまへん　かまへん　だんないで」
●だれとでも　たよりたよられ　助け合い
ひのっこが　よりよい日野町　つくります！

町ホームページ
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